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安全のために必ずお守りください
　

絵表示について
この取扱説明書、取付説明書および製品への表示は、製品を安全に正しくお使いい
ただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろ
いろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。

■表示内容を無視して、誤った使いかたをしたときにおよぼす危害や損害の程度を次の表示
で区分し、説明しています。

警告 この表示の欄は、「人が死亡または重傷を負う可能性が想定
される内容」を示しています。

注意 この表示の欄は、「人が傷害を負う可能性が想定される内容お
よび物的損害のみの発生が想定される内容」を示しています。

■お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。

　　このような絵表示は、注意 (警告を含む) しなければならない内容です。

　　このような絵表示は、禁止 (やってはいけないこと) の内容です。

　　このような絵表示は、必ず行っていただく強制の内容です。

安全上のご注意（別冊の「安全上のご注意」もお読みください。）

警告
[異常時の処置]
 故障のまま使用しない

画面が映らない、音が出ないなどの故障の状
態で使用しないでください。必ずお買い上げ
の販売店にご相談ください。そのままご使用
になると事故・火災・感電の原因となります。

 異常のまま使用しない

万一、煙が出る・変なにおいがする・内部に
異物が入った・水がかかったなど異常が起こ
りましたら、ただちに使用を中止し、必ずお
買い上げの販売店にご相談ください。そのま
まご使用になると事故・火災・感電の原因と
なります。

 ヒューズは規定容量のヒューズを使用する

規定容量の
ヒューズを

ヒューズを交換するときは、必ず表示された
規定容量のヒューズをご使用ください。規定
容量以上のヒューズを使用すると、火災の原
因となります。
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各部の名前

ディスプレイユニット

サムパッド

（DISPLAY）ボタン
ディスプレイ

（DISPLAY OFF）ボタン
ディスプレイ オフ

（BAND）ボタン
バンド

（PAUSE）ボタン
ポーズ

（SOURCE）ボタン
ソース

（AUX/EXT）ボタン

（DTV/TV）ボタン

（DVD/CD）ボタン

（ATT）ボタン
アッテネーター

（MENU）ボタン
メニュー

（VOLUME）ボタン／
ボリューム

（SHIFT）ボタン
シフト

（RETURN）ボタン
リターン

ボタン～ステアリングリモコン

／／／ボタン SOURCEボタン
ソース

ATTボタン
アッテネーター

VOLUMEボタン
ボリューム

DISPLAY OFFインジケーター
ディスプレイ オフ

表示部
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各部の名前

カードリモコン

サムパッド

（DISPLAY）ボタン
ディスプレイ

（DISPLAY OFF）ボタン
ディスプレイ オフ

（BAND）ボタン
バンド

（PAUSE）ボタン
ポーズ

（SOURCE）ボタン
ソース

（AUX/EXT）ボタン

（DTV/TV）ボタン

（DVD/CD）ボタン

（ATT）ボタン
アッテネーター

（MENU）ボタン
メニュー

（VOLUME）ボタン／
ボリューム

（SHIFT）ボタン
シフト

（RETURN）ボタン
リターン

ボタン～
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付属のリモコンを使うための準備です。

リモコンに電池を入れる
電池ホルダーを取り出し、リチウム
電池（CR2025）を図のようにセッ
トします。はじめてお使いになると
きは、電池ホルダー部から出ている
フィルムを引き抜いてください。電
池があらかじめセットされているの
で、すぐにお使いいただくことがで
きます。

カードリモコン

ステアリングリモコン

リモコンの操作可能範囲が狭くなっ
たときは、新しい電池と交換してく
ださい。

リモコンの準備 

本機は、ODRシリーズやピュアコンポー
ネントシリーズのオーディオプロセッサ
（「RS-A9X」「RS-P90X」「RS-P70xⅡ」	
「RS-P70x」「DEQ-P01Ⅱ」「DEQ-P01」	
など）をコントロールする、オーディオマ
スターユニットです。

本機を使用すると、ODRシステムコント
ロールチューナーCD（例：「RS-D7XⅢ」）
やCD/チューナーメインユニット（例：
「DEX-P01Ⅱ」）を使用することなく、
お手持ちのカーオーディオを拡張して、
ODR・ピュアコンポーネントシリーズの
高音質テクノロジーを実現できます。

本機に付属の2種類のリモコンは、本機
だけでなく、本機とIP-BUS接続したパ
イオニア製DVDプレーヤー、地上デジタ
ルTVチューナー、マルチCDプレーヤー、
iPod®用アダプターなどの基本的な機能
を操作できます。

本機の特長

また、本機には5種類の外部機器（AUX）
を接続できます。外部機器（AUX）の種
類は、以下のとおりです。

●RCA出力付き外部機器：
	 AUX1端子またはAUX2端子に接続します。
	 本機は、AUX1 MainまたはAUX2 AUXと
してコントロールします。

●デジタル出力付き外部機器：
	 AUX3端子に接続します。デジタルケーブル
の種類によって、COAXIAL（同軸）端子と
TOSLINK（角型光）端子を選びます。

	 本機は、AUX3 Digitalとしてコントロール
します。

●3.5 mm ミニプラグ付き外部機器：
	 AUX4端子に接続します。
	 本機は、AUX4 MiniPlugとしてコントロー
ルします。

●パイオニア製IP-BUS付き外部機器：
	 AUX5端子に接続します。
	 本機は、AUX5 IP-BUSとしてコントロール
します。

	 別売のRCA・バスインターコネクター（例：
「CD-RB20」）を使用している場合も、
AUX5 IP-BUSとしてコントロールします。

	メモ
●	AUXとして接続したい機器に、スピーカー
出力しかない場合は、付属のスピーカー・
RCA変換ケーブルを使用してください。	

（➡64ページ）
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付属のリモコンを使うための準備です。

リモコンに電池を入れる
電池ホルダーを取り出し、リチウム
電池（CR2025）を図のようにセッ
トします。はじめてお使いになると
きは、電池ホルダー部から出ている
フィルムを引き抜いてください。電
池があらかじめセットされているの
で、すぐにお使いいただくことがで
きます。

カードリモコン

ステアリングリモコン

リモコンの操作可能範囲が狭くなっ
たときは、新しい電池と交換してく
ださい。

リモコンの準備

	ご注意
●	カードリモコンを直射日光の当たるところに
長時間放置すると、高温により変形・変色し
たり、故障するおそれがあります。使用しな
いときは、直射日光の当たらないところに保
管してください。

●	リモコン受光部に直射日光が当たっている
と、リモコンの操作が出来ないことがありま
す。このようなときは、リモコンを受光部に
近づけて操作してください。

●	付属の電池は充電しないでください。
●	リモコンを長い間使わないときは、電池を取
り出してください。取り出した電池は、幼児
の手の届かないところに保管してください。

●	電池の液もれが起こったときは、内部につい
た液をよくふき取ってから、新しい電池と入
れ換えてください。

●	不要になった電池を廃棄する場合は、各地方
自治体の指示（条例）に従って処理してくだ
さい。

本機の特長

また、本機には5種類の外部機器（AUX）
を接続できます。外部機器（AUX）の種
類は、以下のとおりです。

●RCA出力付き外部機器：
	 AUX1端子またはAUX2端子に接続します。
	 本機は、AUX1 MainまたはAUX2 AUXと
してコントロールします。

●デジタル出力付き外部機器：
	 AUX3端子に接続します。デジタルケーブル
の種類によって、COAXIAL（同軸）端子と
TOSLINK（角型光）端子を選びます。

	 本機は、AUX3 Digitalとしてコントロール
します。

●3.5 mm ミニプラグ付き外部機器：
	 AUX4端子に接続します。
	 本機は、AUX4 MiniPlugとしてコントロー
ルします。

●パイオニア製IP-BUS付き外部機器：
	 AUX5端子に接続します。
	 本機は、AUX5 IP-BUSとしてコントロール
します。

	 別売のRCA・バスインターコネクター（例：
「CD-RB20」）を使用している場合も、
AUX5 IP-BUSとしてコントロールします。

	メモ
●	AUXとして接続したい機器に、スピーカー
出力しかない場合は、付属のスピーカー・
RCA変換ケーブルを使用してください。	

（➡64ページ）
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本システムをお使いになるときは、必ず
車のエンジンをかけてください。
また、本システムの電源がOFFのときで
も、車のエンジンを止めた状態で長時間、
車のエンジンスイッチをON（または
ACC）にしないでください。バッテリー
上がりの原因になります。

	ご注意
●	車のバッテリー交換などで本機に電源が供給
されなくなると、本機は初期状態に戻ります。
本機が初期状態に戻ると、本機の設定内容が
消去されます。もう一度設定してください。

●オーディオ調節の設定内容などは、メモして
おくことをおすすめします。再設定の方法に
ついては、組み合わせたオーディオプロセッ
サの取扱説明書を参照してください。

バッテリー上がりを
防ぐために

本機に付属のステアリングリモコンは、
切り換えスイッチの設定によって、次の
ように操作モードを切り換えることがで
きます。

●	本機専用リモコンとして使用する
●	パイオニア製品汎用リモコンとして･
使用する

また、ステアリングリモコンの取り付け
位置によって、ボタン割り当てを変更す
ることもできます。
次の対応表を参照して、正しく設定して
ください。

切り換えスイッチ

1

2

3

4

5

6

8

7

①本機専用リモコンとして使用する場合	
（切り換えスイッチ：1―3）

① c

② b

③ d

④ a

⑤ ATT
⑥ VOLUME (＋)
⑦ SOURCE
⑧ VOLUME (－)

②本機専用リモコンとして使用する場合	
（切り換えスイッチ：2―3）

① d

② a

③ c

④ b

⑤ ATT
⑥ VOLUME (＋)
⑦ SOURCE
⑧ VOLUME (－)

③パイオニア製品汎用リモコンとして	
使用する場合	 ･
（切り換えスイッチ：1―4）

① c

② b

③ d

④ a

⑤ ATT
⑥ VOLUME (＋)
⑦ SOURCE
⑧ VOLUME (－)

④パイオニア製品汎用リモコンとして	
使用する場合	 ･
（切り換えスイッチ：2―4）

① d

② a

③ c

④ b

⑤ ATT
⑥ VOLUME (＋)
⑦ SOURCE
⑧ VOLUME (－)

リモコンの操作モード切り換えスイッチ
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本システムをお使いになるときは、必ず
車のエンジンをかけてください。
また、本システムの電源がOFFのときで
も、車のエンジンを止めた状態で長時間、
車のエンジンスイッチをON（または
ACC）にしないでください。バッテリー
上がりの原因になります。

 ご注意
●･車のバッテリー交換などで本機に電源が供給
されなくなると、本機は初期状態に戻ります。
本機が初期状態に戻ると、本機の設定内容が
消去されます。もう一度設定してください。

●オーディオ調節の設定内容などは、メモして
おくことをおすすめします。再設定の方法に
ついては、組み合わせたオーディオプロセッ
サの取扱説明書を参照してください。

バッテリー上がりを
防ぐために

①本機専用リモコンとして使用する場合･
（切り換えスイッチ：1―3）

① c

② b

③ d

④ a

⑤ ATT
⑥ VOLUME (＋)
⑦ SOURCE
⑧ VOLUME (－)

②本機専用リモコンとして使用する場合･
（切り換えスイッチ：2―3）

① d

② a

③ c

④ b

⑤ ATT
⑥ VOLUME (＋)
⑦ SOURCE
⑧ VOLUME (－)

③パイオニア製品汎用リモコンとして･
使用する場合･
（切り換えスイッチ：1―4）

① c

② b

③ d

④ a

⑤ ATT
⑥ VOLUME (＋)
⑦ SOURCE
⑧ VOLUME (－)

④パイオニア製品汎用リモコンとして･
使用する場合･
（切り換えスイッチ：2―4）

① d

② a

③ c

④ b

⑤ ATT
⑥ VOLUME (＋)
⑦ SOURCE
⑧ VOLUME (－)

リセットボタンを押すと、本機のマイコ
ンが初期状態（ご購入直後の状態）に戻
ります。

 リセットを押す前のご注意
●･ODRシリーズや、ピュアコンポーネントシ
リーズのオーディオプロセッサが誤動作した
場合、むやみにオーディオプロセッサのリ
セットボタンを押さないでください。･

オーディオプロセッサのリセットボタンを押
すと、ネットワークやイコライザーなどの
オーディオ設定がすべてリセットされてしま
います。･
オーディオプロセッサのリセットボタンを押
す前に、お買い上げの販売店にご相談くだ
さい。

●オーディオ調節の設定内容などは、メモして
おくことをおすすめします。再設定の方法に
ついては、組み合わせたオーディオプロセッ
サの取扱説明書を参照してください。

　

 リセットが必要なとき
●リセットが必要なのは、次のときです。
　・接続が終わったあと
　・本機が正しく動作しないとき
　・ディスプレイが正しく表示されないとき
　

 リセットを押した後は
●「オーディオプロセッサの設定をする（➡

18ページ）」で、接続したオーディオプロセッ
サを選んでください。設定しないと、正しく
操作できません。　

●本機のリセットを押した後は、接続したオー
ディオプロセッサのリセットボタンも押して
ください。

1 ペン先などで
リセットボタンを押す

本機がリセットされます。

リセットボタン

本機のリセットリモコンの操作モード切り換えスイッチ
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 エクスターナルとは
●本機には、エクスターナルという特殊なソー
スがあります。このソースには、本機がソー
スとして対応していない製品（将来発売され
るパイオニア製品など）を接続できます。た
だし、エクスターナルでは操作できる機能が
限られる場合があります。

　本機には、2台のエクスターナル製品を接続
できます。この場合、エクスターナル1とエ
クスターナル2が自動で設定されます。

 ご注意
●･CDやDVDなどがセットされていないとき
は、そのソースには切り換わりません。

●･接続していないソースには切り換わりま
せん。ただし、AUXソースは、機器を接続
していなくても、切り換えることができます。

●･AUXソースに切り換えるには、外部機器
（AUX）（➡16ページ）をあらかじめONに
しておきす。

ここでは、電源を入れてから切るまでの
本機の基本的な操作を説明しています。

（SOURCE）
（DVD/CD）
（DTV/TV）
（AUX/EXT）
/ （VOLUME）

で操作します。

（SOURCE）を押す1
本機の電源がONになります。

／ ／ ／ を
押す2

ソースが切り換わります。

（SOURCE）を押した場合
テレビ（別売）･
→･地上デジタルTV（別売）･
→･DVDプレーヤー（別売）･
→･マルチCD（別売）･
→･iPod（別売）･
→･エクスターナル1（別売）･
→･エクスターナル2（別売）･
→･AUX1（別売）･
→･AUX2（別売）･
→･AUX3（別売）･
→･AUX4（別売）･
→･AUX5（別売）

（DVD/CD）を押した場合
→･DVDプレーヤー（別売）･
→･マルチCD（別売）･
→･iPod（別売）･
→･電源OFF

基本的な操作　　　　　　　 

（DTV/TV）を押した場合
テレビ（別売）･
→･地上デジタルTV（別売）･
→･電源OFF

（AUX/EXT）を押した場合
エクスターナル1（別売）･
→･エクスターナル2（別売）･
→･AUX1（別売）･
→･AUX2（別売）･
→･AUX3（別売）･
→･AUX4（別売）･
→･AUX5（別売）･
→･電源OFF

／ （VOLUME）を 
押す3

音量を調節します。
大きくするとき：
小さくするとき：

（SOURCE）を長く押す4
本機の電源がOFFになります。
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	エクスターナルとは
●本機には、エクスターナルという特殊なソー
スがあります。このソースには、本機がソー
スとして対応していない製品（将来発売され
るパイオニア製品など）を接続できます。た
だし、エクスターナルでは操作できる機能が
限られる場合があります。

　本機には、2台のエクスターナル製品を接続
できます。この場合、エクスターナル1とエ
クスターナル2が自動で設定されます。

	ご注意
●	CDやDVDなどがセットされていないとき
は、そのソースには切り換わりません。

●	接続していないソースには切り換わりま･
せん。ただし、AUXソースは、機器を接続
していなくても、切り換えることができます。

●	AUXソースに切り換えるには、外部機器
（AUX）（➡16ページ）をあらかじめONに
しておきす。

基本的な操作　　　　　　　�

（DTV/TV）を押した場合
テレビ（別売）	 ･
→ 地上デジタルTV（別売）	 ･
→ 電源OFF

（AUX/EXT）を押した場合
エクスターナル1（別売）	 ･
→ エクスターナル2（別売）	 ･
→ AUX1（別売）	 ･
→ AUX2（別売）	 ･
→ AUX3（別売）	 ･
→ AUX4（別売）	 ･
→ AUX5（別売）	 ･
→ 電源OFF

／ （VOLUME）を	
押す3

音量を調節します。
大きくするとき：
小さくするとき：

（SOURCE）を長く押す4
本機の電源がOFFになります。

▼ 電源を入れる／切る

▼  ソース切り換え　 ▼  音量調節 
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本機を使用する前に、初期設定を行います。
ここでは
①時計調整
②画面設定
③一般環境設定
④メニューロック
⑤オーディオプロセッサ設定

のそれぞれの設定を行います。

初期設定メニューを表示する

1 電源をOFFにする

/ / / を操作して、電源を
OFFにしてください。

2 を押す

初期設定画面が表示されます。

3 ～ を押す

：時計調整メニュー
：画面設定メニュー
（➡15ページ）

：一般環境設定メニュー
（➡16ページ）

：メニューロック
（➡18ページ）

：オーディオプロセッサ設定
（➡18ページ）

4 サムパッドを長く押す

電源がOFFになります。

使用環境を設定する 時計を調整する

本機の時計を設定します。

時計調整メニューに切り換える

1 初期設定メニュー中に、 
を押す

時計調整メニューに切り換わります。

時計を調整する

1 時計調整メニュー中に、 
サムパッドを左右に動かす 

左右に動かすごとに、調整の対象が
切り換わります。
時間  分

2 サムパッドを上下に動かす

上下に動かすと、時計の調整ができ
ます。

正時の時報にあわせる

1 初期設定メニュー中に、 
を押す

分の表示が0になります。

 知っていると便利
●00分から29分までは、分は切り捨てられ	
ます。	
（例：「10：18」は「10：00」になります。）
●30分から59分までは、分は切り上げられ	
ます。	
（例：「10：42」は「11：00」になります。）

オフクロックを設定する
オフクロックの設定をONにすると、本
機の電源がOFFのときでも、ディスプレ
イに時計を表示させることができます。

1 時計調整メニュー中に、 
を押す

押すごとに、オフクロックの設定が
切り換わります。
ON  OFF

初期設定メニュ－に戻る

1 時計調整メニュー中に、 
を押す

初期設定メニューに戻ります。
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時計を調整する

本機の時計を設定します。

時計調整メニューに切り換える

1 初期設定メニュー中に、 
を押す

時計調整メニューに切り換わります。

時計を調整する

1 時計調整メニュー中に、 
サムパッドを左右に動かす 

左右に動かすごとに、調整の対象が
切り換わります。
時間  分

2 サムパッドを上下に動かす

上下に動かすと、時計の調整ができ
ます。

画面の設定をする

正時の時報にあわせる

1 初期設定メニュー中に、 
を押す

分の表示が0になります。

 知っていると便利
●00分から29分までは、分は切り捨てられ	
ます。	
（例：「10：18」は「10：00」になります。）
●30分から59分までは、分は切り上げられ	
ます。	
（例：「10：42」は「11：00」になります。）

オフクロックを設定する
オフクロックの設定をONにすると、本
機の電源がOFFのときでも、ディスプレ
イに時計を表示させることができます。

1 時計調整メニュー中に、 
を押す

押すごとに、オフクロックの設定が
切り換わります。
ON  OFF

初期設定メニュ－に戻る

1 時計調整メニュー中に、 
を押す

初期設定メニューに戻ります。

本機の画面の設定をします。

画面設定メニューに切り換える

1 初期設定メニュー中に、 
を押す

画面設定メニューに切り換わります。

画面の明るさを調整する

1 画面設定メニュー中に、 
サムパッドを左右に動かす 

左右に動かすごとに、画面の明るさ
が切り換わります。

ディマーを設定する
夜間、周囲が暗くなったときに画面がま
ぶしくならないように、車のライトに連
動して、ディスプレイの明るさを自動調
整します。

1 画面設定メニュー中に、 
を押す

押すごとに、ディマーの設定が切り
換わります。
ON  OFF
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壁紙を選ぶ
画面の背景パターンを選びます。

1 画面設定メニュー中に、 
を押す

押すごとに、背景パターンが切り換
わります。

画面の反転表示の設定をする
各ソースを聞いているときなどに、約30
秒間操作しないと、画面が自動的に反転
表示します。反転は10秒間隔で行われ
ます。ここでは、反転表示のON／OFF
を設定します。

1 画面設定メニュー中に、 
を押す

押すごとに、反転表示設定が切り換
わります。
ON  OFF

初期設定メニュ－に戻る

1 画面設定メニュー中に、 
を押す

初期設定メニューに戻ります。

画面の設定をする 一般環境設定をする

AUX（外部機器）、電圧表示、操作確認
音の各設定は、ここから操作します。

一般環境設定メニューに切り換える

1 初期設定メニュー中に、 
を押す

一般環境設定メニューに切り換わり
ます。

外部機器（AUX）の設定をする

1 一般環境設定メニュー中に、 
を押す

外部機器（AUX）設定画面に切り換
わります。

2 AUX設定画面中に、  
～ を押す

それぞれのボタンを押すごとに、対
応した外部機器（AUX）の設定が切
り換わります。
ON  OFF

電圧表示の設定をする
本機は、バッテリーからの供給電圧を常
にチェックしており、現在供給されてい
る電圧を画面に表示できます。バッテ
リーからの電圧をチェックすることで、
バッテリー上がりの防止に役立ちます。

 ご注意
●	表示される電圧は、実際の電圧と異なる場合
があります。

1 一般環境設定メニュー中に、 
を押す

押すごとに、電圧表示の設定が切り
換わります。
ON  OFF

 電圧が10 V未満になったとき
●	現在供給されている電圧が10	V未満になっ
たときは、「---Volt」と表示されます。この
ような表示になった場合は、バッテリーが充
電されるまでのあいだ、本システムの電源を
OFFにしてください。
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一般環境設定をする

AUX（外部機器）、電圧表示、操作確認
音の各設定は、ここから操作します。

一般環境設定メニューに切り換える

1 初期設定メニュー中に、 
を押す

一般環境設定メニューに切り換わり
ます。

外部機器（AUX）の設定をする

1 一般環境設定メニュー中に、 
を押す

外部機器（AUX）設定画面に切り換
わります。

2 AUX設定画面中に、  
～ を押す

それぞれのボタンを押すごとに、対
応した外部機器（AUX）の設定が切
り換わります。
ON  OFF

電圧表示の設定をする
本機は、バッテリーからの供給電圧を常
にチェックしており、現在供給されてい
る電圧を画面に表示できます。バッテ
リーからの電圧をチェックすることで、
バッテリー上がりの防止に役立ちます。

 ご注意
●	表示される電圧は、実際の電圧と異なる場合
があります。

1 一般環境設定メニュー中に、 
を押す

押すごとに、電圧表示の設定が切り
換わります。
ON  OFF

 電圧が10 V未満になったとき
●	現在供給されている電圧が10	V未満になっ
たときは、「---Volt」と表示されます。この
ような表示になった場合は、バッテリーが充
電されるまでのあいだ、本システムの電源を
OFFにしてください。

操作確認音の設定をする
ボタンを押したときに鳴る操作確認音
（「ピッ」という音）のON／OFFを設定
します。

1 一般環境設定メニュー中に、 
を押す

押すごとに、操作確認音の設定が切
り換わります。
ON  OFF

初期設定メニュ－に戻る

1 一般環境設定メニュー中に、 
を押す

初期設定メニューに戻ります。
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メニューロックは、オーディオメニュー
の詳細設定をロックする機能です。･
オーディオの設定を誤って消去しないよ
うに、オーディオ設定後は、メニューロッ
クしておくことをおすすめします。

1 初期設定メニュー中に、 
を押す

押すごとに、メニューロックの設定
が切り換わります。
ON  OFF

メニューロックの 
設定をする

本機に接続されているオーディオプロ
セッサに合わせて、本機の設定を変更し
ます。本システムを正しく操作するため
に、必ず設定してください。

1 初期設定メニュー中に、 
を押す

オーディオプロセッサ設定画面に切
り換わります。

2 オーディオプロセッサ設定
画面中に、 ～ を押す

接続しているオーディオプロセッサ
に対応したボタンを押してください。
：「DEQ-P01Ⅱ」「DEQ-P01」接続時
：「RS-A9X」接続時
：「RS-P90X」接続時
：「RS-P70xⅡ」「RS-P70x」接続時

 メモ
●	本機のリセットを行ったときは、必ずオー
ディオプロセッサの設定を行ってください。

オーディオプロセッサ
の設定をする
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iPod用アダプター（例：「CD-IB10Ⅱ」）
を接続したときは、本機でiPodをコント
ロールできます。

ここだけの操作で、iPodの音楽を聞くこ
とができます。

通常再生画面

① 曲番号
② 再生経過時間
③ 文字情報表示

1 ソースをiPodにする

または を押して、iPodを選ん
でください。
●	iPodが接続されているときは、iPodの画面
上に「carrozzeria」、またはチェックマーク
（）が表示されます。

2 サムパッドを左右に 
操作する

聞きたい曲を選びます。
前の曲を選ぶとき：左に操作する
次の曲を選ぶとき：右に操作する
●	再生範囲がREPEAT ONE（1曲リピート）
になっているときは、サムパッドを操作して
も、曲を選ぶことはできません。

iPodのふだんの操作 聞きたい曲をさがす

プレイリスト、ジャンル、アーティスト、
アルバムのリストから、お好みのアー
ティストやアルバムなどを選んで再生で
きます。

1 サムパッドを上下に 
操作する

カテゴリーを選びます。
上下に操作するごとに、次のように
切り換わります。
PLAYLIST（プレイリスト）  
	ARTIST（アーティスト） 
	ALBUM（アルバム） 
	SONG（曲） 
	GENRE（ジャンル）
●	機能選択モード表示中は、操作できません。

2 サムパッドを右に操作して、
カテゴリーを確定する 

選んだカテゴリー内のリストが表示
されます。

3 サムパッドを上下に 
操作する

選んだカテゴリー内でリストを選び
ます。
プレイリスト、アーティスト、アル
バム、曲、ジャンルのリストの中か
ら選んでください。

3 サムパッドを左右に 
長く操作する

早送り／早戻しをします。
早送り：右に長く操作する
早戻し：左に長く操作する

4 iPodの操作をやめる

他のソースに切り換えるか、電源を
OFFにする。

 メモ
●	イグニッションスイッチがONまたはACCの
ときは、接続されているiPodは自動的に充電
されます。
●	iPodの接続中は、iPod自体を操作して電源
をON／OFFすることはできません。
●	iPodを接続するときは、ヘッドホンを外して
ください。
●	iPodを接続したままイグニッションスイッチ
をOFFにすると、約2分後にiPodの電源が
OFFになります。

① ②

③
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聞きたい曲をさがす

プレイリスト、ジャンル、アーティスト、
アルバムのリストから、お好みのアー
ティストやアルバムなどを選んで再生で
きます。

1 サムパッドを上下に 
操作する

カテゴリーを選びます。
上下に操作するごとに、次のように
切り換わります。
PLAYLIST（プレイリスト）  
	ARTIST（アーティスト） 
	ALBUM（アルバム） 
	SONG（曲） 
	GENRE（ジャンル）
●	機能選択モード表示中は、操作できません。

2 サムパッドを右に操作して、
カテゴリーを確定する 

選んだカテゴリー内のリストが表示
されます。

3 サムパッドを上下に 
操作する

選んだカテゴリー内でリストを選び
ます。
プレイリスト、アーティスト、アル
バム、曲、ジャンルのリストの中か
ら選んでください。

3 サムパッドを左右に 
長く操作する

早送り／早戻しをします。
早送り：右に長く操作する
早戻し：左に長く操作する

4 iPodの操作をやめる

他のソースに切り換えるか、電源を
OFFにする。

 メモ
●	イグニッションスイッチがONまたはACCの
ときは、接続されているiPodは自動的に充電
されます。

●	iPodの接続中は、iPod自体を操作して電源
をON／OFFすることはできません。

●	iPodを接続するときは、ヘッドホンを外して
ください。

●	iPodを接続したままイグニッションスイッチ
をOFFにすると、約2分後にiPodの電源が
OFFになります。

4 サムパッドを右に操作して、
リストを確定する

選んだリスト内のリストが表示され
ます。

5 手順3、4を繰り返し操作し、
聞きたい曲を選ぶ

 メモ
●	GENRE（ジャンル）、ARTIST（アーティス
ト）、ALBUM（アルバム）、SONG（曲）の
リストを選んでいるときは、選んだリスト内
の曲を通して再生できます。サムパッドを右
に長く操作してください。

●	1つ上の階層のリストに戻るには、サムパッ
ドを左に操作してください。

●	最上位階層のリストに戻るには、サムパッド
を左に長く操作してください。

●	iPodに収録されている文字によっては、本機
は正しく表示しないことがあります。
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iPodの「PLAYLIST（プレイリスト）」
から、聞きたいプレイリストや曲を選ん
で再生できます。

1 サムパッドを上下に 
操作する

PLAYLIST（プレイリスト）を選び
ます。
上下に操作するごとに、次のように
切り換わります。
PLAYLIST（プレイリスト）  
	ARTIST（アーティスト） 
	ALBUM（アルバム） 
	SONG（曲） 
	GENRE（ジャンル）

2 「聞きたい曲をさがす」と同
様の操作で、再生を行う 

「聞きたい曲をさがす（➡21ページ）」
を参照して、曲を再生してください。

 メモ
●	プレイリスト内の曲を通して再生するには、
サムパッドを右に長く操作してください。

●	1つ上の階層のリストに戻るには、サムパッ
ドを左に操作してください。

●	最上位階層のリストに戻るには、サムパッド
を左に長く操作してください。

●	プレイリストに曲が収録されていないとき
は、STOPが表示されて、再生が停止します。

●	iPodに収録されている文字によっては、本機
は正しく表示しないことがあります。

プレイリストを選んで
再生する

ふだんの操作以外の便利な機能を使うと
きは、モードを切り換えて操作します。

1 サムパッドを長く押す

機能選択モードに切り換わります。

機能選択モード

2 ～ を押す

：再生範囲切り換え
：シャッフル再生設定
（➡24ページ）

：一時停止設定
（➡24ページ）

：ディスプレイ表示設定
（➡25ページ）

3 サムパッドを長く押す

通常再生画面に戻ります。

iPodに記録されている曲名やアーティス
ト名、アルバムタイトルなどを表示させ
ることができます。･
また、隠れている文字をスクロール表示
することもできます。

表示内容を切り換える

1 （DISPLAY）を押す

押すごとに、次のように切り換わり
ます。
曲名表示	 
	アーティスト名表示 
	アルバムタイトル表示
●	曲番号と再生経過時間は、常に表示されてい
ます。

●	本機はカナやアルファベットなどの表示だけ
でなく、ひらがなや漢字などの表示にも対応
しています。iPodに漢字などの文字情報が収
録されている場合でも、本機ではそのまま表
示することができます。

●	iPodに収録されている文字によっては、本機
は正しく表示しないことがあります。

スクロールして表示する

1 （DISPLAY）を 
長く押す

長く押すと、隠れている文字が順番
に表示されます。

表示を切り換える モードの切り換えかた
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ふだんの操作以外の便利な機能を使うと
きは、モードを切り換えて操作します。

1 サムパッドを長く押す

機能選択モードに切り換わります。

機能選択モード

2 ～ を押す

：再生範囲切り換え
：シャッフル再生設定
（➡24ページ）

：一時停止設定
（➡24ページ）

：ディスプレイ表示設定
（➡25ページ）

3 サムパッドを長く押す

通常再生画面に戻ります。

iPodに記録されている曲名やアーティス
ト名、アルバムタイトルなどを表示させ
ることができます。･
また、隠れている文字をスクロール表示
することもできます。

表示内容を切り換える

1 （DISPLAY）を押す

押すごとに、次のように切り換わり
ます。
曲名表示	 
	アーティスト名表示 
	アルバムタイトル表示
●	曲番号と再生経過時間は、常に表示されてい
ます。

●	本機はカナやアルファベットなどの表示だけ
でなく、ひらがなや漢字などの表示にも対応
しています。iPodに漢字などの文字情報が収
録されている場合でも、本機ではそのまま表
示することができます。

●	iPodに収録されている文字によっては、本機
は正しく表示しないことがあります。

スクロールして表示する

1 （DISPLAY）を 
長く押す

長く押すと、隠れている文字が順番
に表示されます。

表示を切り換える モードの切り換えかた 再生範囲を切り換える

今聞いている曲を繰り返し聞いたり、今
聞いているリストを繰り返し聞くなど、
繰り返し再生する範囲を選ぶことができ
ます。

 再生範囲について
●再生範囲（繰り返し聞く範囲）は、次の中か
ら選ぶことができます。

表示 再生範囲
REPEAT ONE 再生中の曲を、繰り返し再生

します。
REPEAT ALL 再生中のリストを、繰り返し

再生します。

1 機能選択モード表示中に、 
を押す 

押すごとに、次のように切り換わり
ます。
REPEAT	ALL（全曲リピート）
	REPEAT	ONE（1曲リピート）

 メモ
●	再生範囲がREPEAT ONE（1曲リピート）
になっているときは、サムパッドを操作して
も、曲を選ぶことはできません。
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いつもと違う曲順で
聞く

いつもと違う曲順で再生することができ
ます。

 シャッフル再生について
●	シャッフル再生する方法は、次の中から選ぶ
ことができます。

表示 再生範囲
SHUFFLE 
SONGS

再生中のリスト内の曲をラン
ダムに再生します。

SHUFFLE 
ALBUMS

アルバムをランダムに選び、
選んだアルバム内の曲を順番
どおりに再生します。

SHUFFLE 
OFF

曲を順番どおりに再生し
ます。

1 機能選択モード表示中に、 
を押す 

押すごとに、次のように切り換わり
ます。
SHUFFLE	OFF（オフ）
	SHUFFLE	SONGS	
	 （ソングシャッフル） 
	SHUFFLE	ALBUMS	
	 （アルバムシャッフル）

再生を一時停止する

再生を一時停止できます。

1 機能選択モード表示中に、 
を押す 

押すごとに、ポーズの設定が切り換
わります。
ON		OFF

ディスプレイ表示を 
切り換える

ディスプレイの表示を、ノーマル表示と
シンプル表示の間で切り換えることがで
きます。

1 機能選択モード表示中に、 
を押す 

押すごとに、ディスプレイ表示の設
定が切り換わります。
ノーマル表示  シンプル表示
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再生を一時停止する

再生を一時停止できます。

1 機能選択モード表示中に、 
を押す 

押すごとに、ポーズの設定が切り換
わります。
ON		OFF

ディスプレイ表示を 
切り換える

ディスプレイの表示を、ノーマル表示と
シンプル表示の間で切り換えることがで
きます。

1 機能選択モード表示中に、 
を押す 

押すごとに、ディスプレイ表示の設
定が切り換わります。
ノーマル表示  シンプル表示
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マルチCD（例：「CDX-P1270」）を接続し
たときは、本機でマルチCDをコントロール
できます。

ここだけの操作で、マルチCDの音楽を聞く
ことができます。

通常再生画面

① ディスク番号
② 曲番号
③ 再生経過時間
④ 文字情報表示

1 ソースをマルチCDにする

または を押して、マルチCDを
選んでください。
●	マルチCDにマガジンがセットされているこ
とを確認してください。マガジンがセットさ
れていないと、マルチCDを選ぶことができ
ません。

2 サムパッドを上下に 
操作する

聞きたいディスクを選びます。
前のディスクを選ぶとき：下に操作する
次のディスクを選ぶとき：上に操作する
●	ディスク番号を直接指定して選ぶこともでき
ます。（➡32ページ）

マルチCDのふだんの操作

3 サムパッドを左右に 
操作する

聞きたい曲を選びます。
前の曲を選ぶとき：左に操作する
次の曲を選ぶとき：右に操作する

4 サムパッドを左右に 
長く操作する

早送り／早戻しをします。
早送り：右に長く操作する
早戻し：左に長く操作する

5 マルチCDの操作をやめる

他のソースに切り換えるか、電源を
OFFにする。

 メモ
●	マルチCDが準備動作（ディスクの有無の確
認やディスク情報の読み込みなど）をしてい
る場合があります。このとき、ソースをマル
チCDに切り換えるとREADYが表示され
ます。
●	マルチCD再生中にマガジンを取り出したと
きは、NO MAGAZINEが表示されます。バッ
テリーの消耗を防ぐため、CD再生しないと
きは、システムの電源をOFFにしてください。
（再びマガジンをセットすると、CD再生を始
めます。）
●	マルチCDの中にディスクがセットされてい
ないときは、NO DISCが表示されます。
●	本機とマルチCDを光デジタルラインで接続
しているときは、DIGITALが表示されます。

「CD･TEXT」に対応しているマルチCD
（例：「CDX-P1270」）に「CD･TEXT」
をセットしたとき、曲名やアーティスト
名などを表示させることができます。･
また、隠れている文字をスクロール表示
することもできます。

表示内容を切り換える

1 （DISPLAY）を押す

押すごとに、次のように切り換わり
ます。
ディスクタイトル表示  
	ディスクアーティスト名表示 
	曲名表示	
	トラックアーティスト名表示
●	再生経過時間は、常に表示されています。
●	本機はカナやアルファベットなどの表示だけ
でなく、ひらがなや漢字などの表示にも対応
しています。「CD	TEXT」に漢字などの文字
情報が収録されている場合でも、本機ではそ
のまま表示することができます。

スクロールして表示する

1 （DISPLAY）を 
長く押す

長く押すと、隠れている文字が順番
に表示されます。

表示を切り換える

① ③

④

②
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マルチCDのふだんの操作

3 サムパッドを左右に 
操作する

聞きたい曲を選びます。
前の曲を選ぶとき：左に操作する
次の曲を選ぶとき：右に操作する

4 サムパッドを左右に 
長く操作する

早送り／早戻しをします。
早送り：右に長く操作する
早戻し：左に長く操作する

5 マルチCDの操作をやめる

他のソースに切り換えるか、電源を
OFFにする。

 メモ
●	マルチCDが準備動作（ディスクの有無の確
認やディスク情報の読み込みなど）をしてい
る場合があります。このとき、ソースをマル
チCDに切り換えるとREADYが表示され
ます。

●	マルチCD再生中にマガジンを取り出したと
きは、NO MAGAZINEが表示されます。バッ
テリーの消耗を防ぐため、CD再生しないと
きは、システムの電源をOFFにしてください。
（再びマガジンをセットすると、CD再生を始
めます。）

●	マルチCDの中にディスクがセットされてい
ないときは、NO DISCが表示されます。

●	本機とマルチCDを光デジタルラインで接続
しているときは、DIGITALが表示されます。

「CD･TEXT」に対応しているマルチCD
（例：「CDX-P1270」）に「CD･TEXT」
をセットしたとき、曲名やアーティスト
名などを表示させることができます。･
また、隠れている文字をスクロール表示
することもできます。

表示内容を切り換える

1 （DISPLAY）を押す

押すごとに、次のように切り換わり
ます。
ディスクタイトル表示  
	ディスクアーティスト名表示 
	曲名表示	
	トラックアーティスト名表示
●	再生経過時間は、常に表示されています。
●	本機はカナやアルファベットなどの表示だけ
でなく、ひらがなや漢字などの表示にも対応
しています。「CD	TEXT」に漢字などの文字
情報が収録されている場合でも、本機ではそ
のまま表示することができます。

スクロールして表示する

1 （DISPLAY）を 
長く押す

長く押すと、隠れている文字が順番
に表示されます。

表示を切り換える

ふだんの操作以外の便利な機能を使うと
きは、モードを切り換えて操作します。

1 サムパッドを長く押す

機能選択モードに切り換わります。

機能選択モード

2 ～ を押す

：再生範囲切り換え
（➡28ページ）

：ランダム再生設定
（➡28ページ）

：スキャン再生設定
（➡29ページ）

：一時停止設定
（➡29ページ）

：ディスクタイトルリスト
（➡32ページ）

：ディスプレイ表示設定
（➡30ページ）

3 サムパッドを長く押す

通常再生画面に戻ります。

モードの切り換えかた
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再生範囲を切り換える

今聞いている曲を繰り返し聞いたり、今
聞いているリストを繰り返し聞くなど、
繰り返し再生する範囲を選ぶことができ
ます。

 再生範囲について
●再生範囲（繰り返し聞く範囲）は、次の中か
ら選ぶことができます。

表示 再生範囲
P.MODE

MCD
マルチCDにセットされてい
る、すべてのCDを通して再
生します。
（通常はこのモードにしてお
きます。）

P.MODE
D.REPEAT

再生中のディスクを、繰り返
し再生します。

P.MODE
REPEAT

再生中の曲を、繰り返し再生
します。

1 機能選択モード表示中に、 
を押す 

押すごとに、次のように切り換わり
ます。
P.MODE	MCD	
	 （マルチCDリピート）
	P.MODE	D.REPEAT	
	 （ディスクリピート）
	P.MODE	REPEAT	
	 （1曲リピート）

いつもと違う曲順で
聞く

曲を順不同（ランダム）に再生できます。
いつもと違う曲順で音楽を楽しみたいと
きに便利です

1 ランダム再生をする範囲
を選んでおく

ランダム再生は、選んだ再生範囲内
で行われます。

2 機能選択モード表示中に、 
を押す 

押すごとに、ランダム再生の設定が
切り換わります。
ON		OFF
ONにすると、次の曲（ディスク）か
ら、ランダムに再生されます。

 メモ
●	再生範囲がP.MODE REPEATのときにラン
ダムプレイ設定をONにすると、再生範囲が
次のように切り換わってランダムプレイが行
われます。	
・マルチCD：P.MODE D.REPEAT

聞きたい曲をさがす

曲や、ディスクの始めの部分だけを、約
10秒間ずつ次々に聞くことができます
（スキャンプレイ）。聞きたい曲を探すと
きに便利です。スキャンプレイの種類は、
再生範囲切換で設定できます。

 スキャンの種類と再生範囲切換の設定

種類 再生範囲切換の設定
トラック
スキャン

再生範囲を
P.MODE D.REPEAT
（ディスクリピート）または
P.MODE REPEAT
（トラックリピート）
に切り換えます。

ディスク
スキャン

再生範囲を
P.MODE MCD
（マルチCDリピート）
に切り換えます。

●	トラックスキャン再生は、再生中のCDの全
曲を、約10秒ずつ再生します。

●	ディスクスキャン再生は、マルチCD内のす
べてのCDの1曲目だけを、約10秒ずつ再生
します。

1 スキャン再生をする範囲
を選んでおく

スキャン再生は、選んだ再生範囲内
で行われます。

2 機能選択モード表示中に、 
を押す 

押すごとに、スキャン再生の設定が
切り換わります。
ON		OFF
ONにすると、曲の始めから約10秒
間が次々に再生されます。

 メモ
●	スキャン再生を始めた曲（またはCD）まで
戻ると、スキャン再生は自動的に解除され
ます。

●	トラックリピートのときにスキャン再生を
ONにすると、再生範囲がディスクリピート
に切り換わります。



�9

マ
ル
チ
Ｃ
Ｄ
の
操
作

いつもと違う曲順で
聞く

曲を順不同（ランダム）に再生できます。
いつもと違う曲順で音楽を楽しみたいと
きに便利です

1 ランダム再生をする範囲
を選んでおく

ランダム再生は、選んだ再生範囲内
で行われます。

2 機能選択モード表示中に、 
を押す 

押すごとに、ランダム再生の設定が
切り換わります。
ON		OFF
ONにすると、次の曲（ディスク）か
ら、ランダムに再生されます。

 メモ
●	再生範囲がP.MODE REPEATのときにラン
ダムプレイ設定をONにすると、再生範囲が
次のように切り換わってランダムプレイが行
われます。	
・マルチCD：P.MODE D.REPEAT

聞きたい曲をさがす

曲や、ディスクの始めの部分だけを、約
10秒間ずつ次々に聞くことができます
（スキャンプレイ）。聞きたい曲を探すと
きに便利です。スキャンプレイの種類は、
再生範囲切換で設定できます。

 スキャンの種類と再生範囲切換の設定

種類 再生範囲切換の設定
トラック
スキャン

再生範囲を
P.MODE D.REPEAT
（ディスクリピート）または
P.MODE REPEAT
（トラックリピート）
に切り換えます。

ディスク
スキャン

再生範囲を
P.MODE MCD
（マルチCDリピート）
に切り換えます。

●	トラックスキャン再生は、再生中のCDの全
曲を、約10秒ずつ再生します。

●	ディスクスキャン再生は、マルチCD内のす
べてのCDの1曲目だけを、約10秒ずつ再生
します。

1 スキャン再生をする範囲
を選んでおく

スキャン再生は、選んだ再生範囲内
で行われます。

2 機能選択モード表示中に、 
を押す 

押すごとに、スキャン再生の設定が
切り換わります。
ON		OFF
ONにすると、曲の始めから約10秒
間が次々に再生されます。

 メモ
●	スキャン再生を始めた曲（またはCD）まで
戻ると、スキャン再生は自動的に解除され
ます。

●	トラックリピートのときにスキャン再生を
ONにすると、再生範囲がディスクリピート
に切り換わります。

再生を一時停止する

再生を一時停止できます。

1 機能選択モード表示中に、 
を押す 

押すごとに、ポーズの設定が切り換
わります。
ON		OFF
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ディスプレイ表示を 
切り換える

ディスプレイの表示を、ノーマル表示と
シンプル表示の間で切り換えることがで
きます。

1 機能選択モード表示中に、 
を押す 

押すごとに、ディスプレイ表示の設
定が切り換わります。
ノーマル表示		シンプル表示

CDのタイトルを入力する

CDのタイトルを入力してマルチCDに登
録できます。登録したタイトルは画面に
表示できます。

 ご注意
●	文字の入力操作は画面を長く見る必要があり
ます。事故防止のために、運転中は文字の入
力操作を行わないでください。
●	タイトル入力機能がないマルチCDを組み合
わせたときは、操作できません。

1 タイトルを入力したい 
ディスクを再生する 

2 機能選択モード表示中に、 
を長く押す

編集画面に切り換わります。

3 ～ を押す

文字の種類を選びます。
押すボタン 選べる文字

アルファベットの小文字
（ａ～ z）
アルファベットの大文字
（A～ Z）
数字（0～ 9）
記号（！、＃、＆など）
数字（0～ 9）
記号（！、＃、＆など）
カタカナ（ア～ン）
音引き（ー）
拗音・促音（ァ、ｮ、ッなど）
濁点・半濁点

4 サムパッドを上下左右に 
操作する

文字を入力します。

入力する文字を選ぶ
次の文字を選ぶとき：上に操作する
前の文字を選ぶとき：下に操作する

入力する位置を選ぶ
左に移動させるとき：左に操作する
右に移動させるとき：右に操作する

●	画面の大きさのため、入力は2段に分けて行
います。

●	空白を作りたいときは、空白にしたい箇所の
文字ボックスをとばしてください。

5 手順3、4の操作を 
繰り返し行う

全ての文字を入力します。

6 を押す

入力したタイトルを登録します。

7 を押す 

機能選択モードに戻ります。
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CDのタイトルを入力する

CDのタイトルを入力してマルチCDに登
録できます。登録したタイトルは画面に
表示できます。

 ご注意
●	文字の入力操作は画面を長く見る必要があり
ます。事故防止のために、運転中は文字の入
力操作を行わないでください。

●	タイトル入力機能がないマルチCDを組み合
わせたときは、操作できません。

1 タイトルを入力したい 
ディスクを再生する 

2 機能選択モード表示中に、 
を長く押す

編集画面に切り換わります。

3 ～ を押す

文字の種類を選びます。
押すボタン 選べる文字

アルファベットの小文字
（ａ～ z）
アルファベットの大文字
（A～ Z）
数字（0～ 9）
記号（！、＃、＆など）
数字（0～ 9）
記号（！、＃、＆など）
カタカナ（ア～ン）
音引き（ー）
拗音・促音（ァ、ｮ、ッなど）
濁点・半濁点

4 サムパッドを上下左右に 
操作する

文字を入力します。

入力する文字を選ぶ
次の文字を選ぶとき：上に操作する
前の文字を選ぶとき：下に操作する

入力する位置を選ぶ
左に移動させるとき：左に操作する
右に移動させるとき：右に操作する

●	画面の大きさのため、入力は2段に分けて行
います。

●	空白を作りたいときは、空白にしたい箇所の
文字ボックスをとばしてください。

5 手順3、4の操作を 
繰り返し行う

全ての文字を入力します。

6 を押す

入力したタイトルを登録します。

7 を押す 

機能選択モードに戻ります。

 メモ
●タイトルの登録はCDごとに行われます。CD
を取り出しても、そのCDでの登録内容は消
去されません。

●タイトルは、20文字まで入力できます。（組
み合わせた製品によっては、10文字までし
か入力できない場合もあります。）

●タイトルは、48枚ぶん登録できます。48枚
を超えたときは、いちばん古いCDのタイト
ルが消去されて、新しいCDのタイトルが登
録されます。

●「CD	TEXT」には、タイトルを入力できま
せん。
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タイトルを見て 
聞きたいCDをさがす

CDのタイトル（ディスクリスト）を見
ながら、聞きたいCDを選ぶことができ
ます。
ディスクタイトル入力（➡30ページ）で
入力したタイトルのほか、「CD･TEXT」
のタイトルを使ってリスト表示します。

 メモ
●	タイトルを入力していないCDは、何も表示
しません。

1 機能選択モード表示中に、 
を押す 

ディスクリスト画面に切り換わり、 
ディスクリストが表示されます。

2 サムパッドを左右に 
操作する

再生したいディスクを選びます。

3 サムパッドを上に操作する

選んだディスクを再生します。

4 を押す 

機能選択モードに戻ります。

ディスク番号を指定して
ディスクを選ぶ

ディスク番号を直接指定して、聞きたい
ディスクを選ぶことができます。

1 機能選択モード表示中に、 
を押す 

ディスク番号表示画面に切り換わり
ます。

2 を押す

押すごとに、ディスク番号が切り換
わります。
1 ～ 6枚目表示		
	7 ～ 12枚目表示

3 ～ を押す

ディスクを選びます。

4 を押す 

機能選択モードに戻ります。

 メモ
●	ディスクがセットされていないディスク番号
は、選べません。
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DVDプレーヤー（例：「XDV-P70」）を
接続したときは、本機でDVDプレーヤー
をコントロールできます。

ここだけの操作で、DVDプレーヤーの操
作をすることができます。

通常再生画面

① ディスク番号表示
② タイトル／フォルダー番号表示
③ チャプター／曲番号表示
④ 再生経過時間
⑤ 文字情報表示エリア

1 ソースをDVDにする

または を押して、DVDを選ん
でください。
●	マガジン式マルチDVD（例：「XDV-P9Ⅱ」）
の場合は、マガジンがセットされていること
を確認してください。マガジンがセットされ
ていないと、DVDを選ぶことができません。

2 サムパッドを上下に長く 
操作する

聞きたいディスクを選びます。
前のディスクを選ぶとき：下に長く操作する
次のディスクを選ぶとき：上に長く操作する
●	ディスク番号を直接指定して選ぶこともでき
ます。（➡39ページ）

DVDのふだんの操作

3 サムパッドを上下に 
操作する

聞きたいフォルダーを選びます。
前のフォルダーを選ぶとき：下に操作する
次のフォルダーを選ぶとき：上に操作する
●	WMA/MP3の再生に対応したDVDプレー
ヤーを接続したときだけ、操作できます。

4 サムパッドを左右に 
操作する

聞きたいチャプター／曲を選びます。
前のチャプター／曲を選ぶとき･
･ ･ ：左に操作する
次のチャプター／曲を選ぶとき･
･ ･ ：右に操作する

5 サムパッドを左右に 
長く操作する

早送り／早戻しをします。
早送り：右に長く操作する
早戻し：左に長く操作する

6 DVDの操作をやめる

他のソースに切り換えるか、電源を
OFFにする。

 メモ
●	DVDプレーヤーが準備動作（ディスクの有
無の確認やディスク情報の読み込みなど）を
している場合があります。このとき、ソース
をDVDに切り換えるとREADYが表示され
ます。
●	DVDプレーヤーの中にディスクがセットされ
ていないときは、NO DISCが表示されます。
●	本機とDVDプレーヤーを光デジタルライン
で接続しているときは、DIGITALが表示さ
れます。

「CD･TEXT」に対応しているDVDプレー
ヤー（例：「XDV-P70」）に「CD･TEXT」
をセットしたとき、曲名やアーティスト名
などを表示させることができます。･･

また、隠れている文字をスクロール表示
することもできます。

表示内容を切り換える

1 （DISPLAY）を押す

押すごとに、次のように切り換わり
ます。
ディスクタイトル表示		
	ディスクアーティスト名表示 
	曲名表示	
	トラックアーティスト名表示
●	再生経過時間は、常に表示されています。
●	本機はカナやアルファベットなどの表示だけ
でなく、ひらがなや漢字などの表示にも対応
しています。「CD	TEXT」に漢字などの文字
情報が収録されている場合でも、本機ではそ
のまま表示することができます。

スクロールして表示する

1 （DISPLAY）を 
長く押す

長く押すと、隠れている文字が順番
に表示されます。

表示を切り換える

①

④

② ③

⑤
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DVDのふだんの操作

3 サムパッドを上下に 
操作する

聞きたいフォルダーを選びます。
前のフォルダーを選ぶとき：下に操作する
次のフォルダーを選ぶとき：上に操作する
●	WMA/MP3の再生に対応したDVDプレー
ヤーを接続したときだけ、操作できます。

4 サムパッドを左右に 
操作する

聞きたいチャプター／曲を選びます。
前のチャプター／曲を選ぶとき･
･ ･ ：左に操作する
次のチャプター／曲を選ぶとき･
･ ･ ：右に操作する

5 サムパッドを左右に 
長く操作する

早送り／早戻しをします。
早送り：右に長く操作する
早戻し：左に長く操作する

6 DVDの操作をやめる

他のソースに切り換えるか、電源を
OFFにする。

 メモ
●	DVDプレーヤーが準備動作（ディスクの有
無の確認やディスク情報の読み込みなど）を
している場合があります。このとき、ソース
をDVDに切り換えるとREADYが表示され
ます。

●	DVDプレーヤーの中にディスクがセットされ
ていないときは、NO DISCが表示されます。

●	本機とDVDプレーヤーを光デジタルライン
で接続しているときは、DIGITALが表示さ
れます。

「CD･TEXT」に対応しているDVDプレー
ヤー（例：「XDV-P70」）に「CD･TEXT」
をセットしたとき、曲名やアーティスト名
などを表示させることができます。･･

また、隠れている文字をスクロール表示
することもできます。

表示内容を切り換える

1 （DISPLAY）を押す

押すごとに、次のように切り換わり
ます。
ディスクタイトル表示		
	ディスクアーティスト名表示 
	曲名表示	
	トラックアーティスト名表示
●	再生経過時間は、常に表示されています。
●	本機はカナやアルファベットなどの表示だけ
でなく、ひらがなや漢字などの表示にも対応
しています。「CD	TEXT」に漢字などの文字
情報が収録されている場合でも、本機ではそ
のまま表示することができます。

スクロールして表示する

1 （DISPLAY）を 
長く押す

長く押すと、隠れている文字が順番
に表示されます。

表示を切り換える

ふだんの操作以外の便利な機能を使うと
きは、モードを切り換えて操作します。

1 サムパッドを長く押す

機能選択モードに切り換わります。

機能選択モード

2 ～ を押す

：再生範囲切り換え
（➡36ページ）

：ランダム再生設定
（➡36ページ）

：スキャン再生設定
（➡37ページ）

：一時停止設定
（➡37ページ）

：ディスプレイ表示設定
（➡38ページ）

3 サムパッドを長く押す

通常再生画面に戻ります。

モードの切り換えかた
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再生範囲を切り換える

今聞いているチャプターを繰り返し再生
したり、今聞いている曲をを繰り返し聞
くなど、繰り返し再生する範囲を選ぶこ
とができます。

 再生範囲について
●再生範囲（繰り返し再生する範囲）は、次の
中から選ぶことができます。

表示 再生範囲
P.MODE

DISC
再生中のディスクを、繰り返
し再生します。

P.MODE
CHAPTER

再生中のチャプターを繰り返
し再生します。

P.MODE
TITLE

再生中のタイトルを、繰り返
し再生します。

P.MODE
FOLDER

再生中のフォルダーを、繰り
返し再生します。

P.MODE
REPEAT

再生中の曲を、繰り返し再生
します。

1 機能選択モード表示中に、 
を押す 

押すごとに、次のように切り換わり
ます。

DVDを再生しているとき
P.MODE	DISC（ディスクリピート）
	P.MODE	CHAPTER	
	 	 （チャプターリピート）
	P.MODE	REPEAT	
	 	 （タイトルリピート）

CDを再生しているとき
P.MODE	DISC（ディスクリピート）
	P.MODE	REPEAT	
	 	 （トラックリピート）

WMA/MP3を再生しているとき
P.MODE	DISC（ディスクリピート）
	P.MODE	FOLDER	
	 	 （フォルダーリピート）
	P.MODE	REPEAT	
	 	 （トラックリピート）

いつもと違う曲順で
聞く

DVDプレーヤーで、CD/WMA/MP3を再
生しているときの機能です

曲を順不同（ランダム）に再生できます。
いつもと違う曲順で音楽を楽しみたいと
きに便利です

1 ランダム再生をする範囲
を選んでおく

ランダム再生は、選んだ再生範囲内
で行われます。

2 機能選択モード表示中に、 
を押す 

押すごとに、ランダム再生の設定が
切り換わります。
ON		OFF
ONにすると、次の曲（フォルダー）
から、ランダムに再生されます。

 メモ
●	再生範囲がP.MODE REPEATのときにラン
ダムプレイ設定をONにすると、再生範囲が
次のように切り換わってランダムプレイが行
われます。	
・CD：DISC	
・MWA/MP3：FOLDER

聞きたい曲をさがす

DVDプレーヤーで、CD/WMA/MP3を再
生しているときの機能です

曲や、フォルダーの始めの部分だけを、
約10秒間ずつ次々に聞くことができま
す（スキャンプレイ）。聞きたい曲を探す
ときに便利です。スキャンプレイの種類
は、再生範囲切換で設定できます。

 スキャンの種類と再生範囲切換の設定

種類 再生範囲切換の設定
トラック
スキャン

再生範囲をP.MODE DISC
（ディスクリピート）または
P.MODE FOLDER（フォル
ダーリピート）に切り換え
ます。

フォルダー
スキャン

再生範囲をP.MODE DISC
（ディスクリピート）に切り
換えます。

●	トラックスキャン再生は、再生中のディスク
またはフォルダーの全曲を、約10秒ずつ再
生します。

●	フォルダースキャン再生は、再生中のディス
クのすべてのフォルダーの1曲目だけを、約
10秒ずつ再生します。

1 スキャン再生をする範囲
を選んでおく

スキャン再生は、選んだ再生範囲内
で行われます。

2 機能選択モード表示中に、 
を押す 

押すごとに、スキャン再生の設定が
切り換わります。
ON		OFF
ONにすると、曲の始めの約10秒間
が次々に再生されます。

 メモ
●	スキャン再生を始めた曲（またはフォルダー）
まで戻ると、スキャン再生は自動的に解除さ
れます。

●	トラックリピートのときにスキャン再生を
ONにすると、再生範囲がディスクリピート
またはフォルダーリピートに切り換わり
ます。
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いつもと違う曲順で
聞く

DVDプレーヤーで、CD/WMA/MP3を再
生しているときの機能です

曲を順不同（ランダム）に再生できます。
いつもと違う曲順で音楽を楽しみたいと
きに便利です

1 ランダム再生をする範囲
を選んでおく

ランダム再生は、選んだ再生範囲内
で行われます。

2 機能選択モード表示中に、 
を押す 

押すごとに、ランダム再生の設定が
切り換わります。
ON		OFF
ONにすると、次の曲（フォルダー）
から、ランダムに再生されます。

 メモ
●	再生範囲がP.MODE REPEATのときにラン
ダムプレイ設定をONにすると、再生範囲が
次のように切り換わってランダムプレイが行
われます。	
・CD：DISC	
・MWA/MP3：FOLDER

聞きたい曲をさがす

DVDプレーヤーで、CD/WMA/MP3を再
生しているときの機能です

曲や、フォルダーの始めの部分だけを、
約10秒間ずつ次々に聞くことができま
す（スキャンプレイ）。聞きたい曲を探す
ときに便利です。スキャンプレイの種類
は、再生範囲切換で設定できます。

 スキャンの種類と再生範囲切換の設定

種類 再生範囲切換の設定
トラック
スキャン

再生範囲をP.MODE DISC
（ディスクリピート）または
P.MODE FOLDER（フォル
ダーリピート）に切り換え
ます。

フォルダー
スキャン

再生範囲をP.MODE DISC
（ディスクリピート）に切り
換えます。

●	トラックスキャン再生は、再生中のディスク
またはフォルダーの全曲を、約10秒ずつ再
生します。

●	フォルダースキャン再生は、再生中のディス
クのすべてのフォルダーの1曲目だけを、約
10秒ずつ再生します。

1 スキャン再生をする範囲
を選んでおく

スキャン再生は、選んだ再生範囲内
で行われます。

2 機能選択モード表示中に、 
を押す 

押すごとに、スキャン再生の設定が
切り換わります。
ON		OFF
ONにすると、曲の始めの約10秒間
が次々に再生されます。

 メモ
●	スキャン再生を始めた曲（またはフォルダー）
まで戻ると、スキャン再生は自動的に解除さ
れます。

●	トラックリピートのときにスキャン再生を
ONにすると、再生範囲がディスクリピート
またはフォルダーリピートに切り換わり
ます。

再生を一時停止する

再生を一時停止できます。

1 機能選択モード表示中に、 
を押す 

押すごとに、ポーズの設定が切り換
わります。
ON		OFF
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ディスプレイ表示を 
切り換える

ディスプレイの表示を、ノーマル表示と
シンプル表示の間で切り換えることがで
きます。

1 機能選択モード表示中に、 
を押す 

押すごとに、ディスプレイ表示の設
定が切り換わります。
ノーマル表示		シンプル表示

CDのタイトルを入力する

DVDプレーヤーで、CDを再生しているとき
の機能です

CDのタイトルを入力して本機に登録で
きます。登録したタイトルは画面に表示
できます。

 ご注意
●	文字の入力操作は画面を長く見る必要があり
ます。事故防止のために、運転中は文字の入
力操作を行わないでください。
●	タイトル入力機能がないDVDプレーヤーを
組み合わせたときは、操作できません。

1 タイトルを入力したい 
ディスクを再生する 

2 機能選択モード表示中に、 
を長く押す

編集画面に切り換わります。

3 タイトルを入力して、 
登録する

マルチCDのタイトル入力を参照し
て、入力を行ってください。 

（➡32ページ）

 メモ
●タイトルの登録はCDごとに行われます。CD
を取り出しても、そのCDでの登録内容は消
去されません。
●タイトルは、20文字まで入力できます。（組
み合わせた製品によっては、10文字までし
か入力できない場合もあります。）
●タイトルは、48枚ぶん登録できます。48枚
を超えたときは、いちばん古いCDのタイト
ルが消去されて、新しいCDのタイトルが登
録されます。
●「CD	TEXT」に対応しているDVDプレーヤー
（例：「XDVP70」）を使用している場合、「CD	
TEXT」にはタイトルを入力できません。

ディスク番号を指定して
ディスクを選ぶ

ディスク番号を直接指定して、聞きたい
ディスクを選ぶことができます。

1 機能選択モード表示中に、 
を押す 

ディスク番号表示画面に切り換わり
ます。

2 を押す

押すごとに、ディスク番号が切り換
わります。
1 ～ 6枚目表示		
	7 ～ 12枚目表示

3 ～ を押す

ディスクを選びます。

4 を押す 

機能選択モードに戻ります。

 メモ
●	ディスクがセットされていないディスク番号
は、選べません。
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CDのタイトルを入力する

DVDプレーヤーで、CDを再生しているとき
の機能です

CDのタイトルを入力して本機に登録で
きます。登録したタイトルは画面に表示
できます。

 ご注意
●	文字の入力操作は画面を長く見る必要があり
ます。事故防止のために、運転中は文字の入
力操作を行わないでください。

●	タイトル入力機能がないDVDプレーヤーを
組み合わせたときは、操作できません。

1 タイトルを入力したい 
ディスクを再生する 

2 機能選択モード表示中に、 
を長く押す

編集画面に切り換わります。

3 タイトルを入力して、 
登録する

マルチCDのタイトル入力を参照し
て、入力を行ってください。 

（➡32ページ）

 メモ
●タイトルの登録はCDごとに行われます。CD
を取り出しても、そのCDでの登録内容は消
去されません。

●タイトルは、20文字まで入力できます。（組
み合わせた製品によっては、10文字までし
か入力できない場合もあります。）

●タイトルは、48枚ぶん登録できます。48枚
を超えたときは、いちばん古いCDのタイト
ルが消去されて、新しいCDのタイトルが登
録されます。

●「CD	TEXT」に対応しているDVDプレーヤー
（例：「XDVP70」）を使用している場合、「CD	
TEXT」にはタイトルを入力できません。

ディスク番号を指定して
ディスクを選ぶ

ディスク番号を直接指定して、聞きたい
ディスクを選ぶことができます。

1 機能選択モード表示中に、 
を押す 

ディスク番号表示画面に切り換わり
ます。

2 を押す

押すごとに、ディスク番号が切り換
わります。
1 ～ 6枚目表示		
	7 ～ 12枚目表示

3 ～ を押す

ディスクを選びます。

4 を押す 

機能選択モードに戻ります。

 メモ
●	ディスクがセットされていないディスク番号
は、選べません。
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地上デジタルTVチューナー（例：「GEX-
P09DTV」）を接続したときは、本機で地
上デジタルTVをコントロールできます。

ここだけの操作で、地上デジタルTVの基本
操作をすることができます。

 ご注意
●	本機に付属のリモコンで操作できるのは、地
上デジタルTVの基本的な機能だけです。地
上デジタルTV特有の機能を操作するときは、
地上デジタルTVチューナーに付属のリモコ
ンを使用してください。

●	「GEX-P9DTV」は、本機のリモコンでは
操作できません。「GEX-P9DTV」を組み合
わせて使用する場合は、別売のパイオニア製
ナビゲーションユニットなどが必要です。詳
しくは、販売店にご相談ください。

通常画面

① バンド表示
② チャンネル表示

1 ソースを地上デジタルTVに
する
または を押して、地上デジタ

ルTVを選んでください。

2 サムパッドを左右に 
操作する

3桁チャンネルで選局します。
次の3桁チャンネル番号を選ぶとき･
･ ･ ：右に操作する
前の3桁チャンネル番号を選ぶとき･
･ ･ ：左に操作する

3 サムパッドを左右に 
長く操作する

チャンネルの自動選局をします。
チャンネルを順に選ぶとき･ ･
･ ･ ：右に長く操作する
チャンネルを逆順に選ぶとき･ ･
･ ･ ：左に長く操作する

4 サムパッドを上下に 
操作する

プリセットチャンネルを選びます。
前のプリセットチャンネルを選ぶとき･
･ ･ ：下に操作する
次のプリセットチャンネルを選ぶとき･
･ ･ ：上に操作する
●	プリセットチャンネルは、あらかじめ登録し
てある場合に選択できます。

5 地上デジタルTVの 
操作をやめる

他のソースに切り換えるか、電源を
OFFにする。

ふだんの操作以外の便利な機能を使うと
きは、モードを切り換えて操作します。

1 サムパッドを長く押す

機能選択モードに切り換わります。

機能選択モード

2 ～ を押す

：サービス切り換え
：チャンネルスキャン
（➡42ページ）

：映像切り換え
（➡42ページ）

：音声・字幕切り換え
（➡43ページ）

3 サムパッドを長く押す

通常再生画面に戻ります。

モードの切り換えかた サービス切換

1つのチャンネルに複数のテレビ番組や
独立データ番組、ワンセグがあるときに
切り換えます。通常放送の受信状態が悪
くなったときは、ワンセグに切り換える
と、引き続き放送を見ることができます。

1 機能選択モード表示中に、 
を押す

押すごとに、サービスが切り換わり
ます。

① ②

地上デジタルTVのふだんの操作
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地上デジタルTVチューナー（例：「GEX-
P09DTV」）を接続したときは、本機で地
上デジタルTVをコントロールできます。

ここだけの操作で、地上デジタルTVの基本
操作をすることができます。

 ご注意
●	本機に付属のリモコンで操作できるのは、地
上デジタルTVの基本的な機能だけです。地
上デジタルTV特有の機能を操作するときは、
地上デジタルTVチューナーに付属のリモコ
ンを使用してください。

●	「GEX-P9DTV」は、本機のリモコンでは
操作できません。「GEX-P9DTV」を組み合
わせて使用する場合は、別売のパイオニア製
ナビゲーションユニットなどが必要です。詳
しくは、販売店にご相談ください。

通常画面

① バンド表示
② チャンネル表示

1 ソースを地上デジタルTVに
する
または を押して、地上デジタ

ルTVを選んでください。

2 サムパッドを左右に 
操作する

3桁チャンネルで選局します。
次の3桁チャンネル番号を選ぶとき･
･ ･ ：右に操作する
前の3桁チャンネル番号を選ぶとき･
･ ･ ：左に操作する

3 サムパッドを左右に 
長く操作する

チャンネルの自動選局をします。
チャンネルを順に選ぶとき･ ･
･ ･ ：右に長く操作する
チャンネルを逆順に選ぶとき･ ･
･ ･ ：左に長く操作する

4 サムパッドを上下に 
操作する

プリセットチャンネルを選びます。
前のプリセットチャンネルを選ぶとき･
･ ･ ：下に操作する
次のプリセットチャンネルを選ぶとき･
･ ･ ：上に操作する
●	プリセットチャンネルは、あらかじめ登録し
てある場合に選択できます。

5 地上デジタルTVの 
操作をやめる

他のソースに切り換えるか、電源を
OFFにする。

ふだんの操作以外の便利な機能を使うと
きは、モードを切り換えて操作します。

1 サムパッドを長く押す

機能選択モードに切り換わります。

機能選択モード

2 ～ を押す

：サービス切り換え
：チャンネルスキャン
（➡42ページ）

：映像切り換え
（➡42ページ）

：音声・字幕切り換え
（➡43ページ）

3 サムパッドを長く押す

通常再生画面に戻ります。

モードの切り換えかた サービス切換

1つのチャンネルに複数のテレビ番組や
独立データ番組、ワンセグがあるときに
切り換えます。通常放送の受信状態が悪
くなったときは、ワンセグに切り換える
と、引き続き放送を見ることができます。

1 機能選択モード表示中に、 
を押す

押すごとに、サービスが切り換わり
ます。

地上デジタルTVのふだんの操作
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チャンネルスキャン

バンドごとに受信できるチャンネルを自
動的に探して地上デジタルTVチューナー
に登録します。･
それぞれのバンドには、プリセットメモ
リーとスキャンメモリーがあり、両方の
メモリーに同時にチャンネルが登録され
ます。･
プリセットメモリーには各12局、スキャ
ンメモリーには各200局まで、自動的に
チャンネルが登録されます。

1 機能選択モード表示中に、 
を押す 

押すごとに、チャンネルスキャンの
設定が切り換わります。
ON		OFF
ONにすると、スキャンを開始し
ます。

映像を切り換える

番組に複数の映像（マルチビュー）があ
るときに、切り換えることができます。

1 機能選択モード表示中に、 
を押す 

押すごとに、次のように切り換わり
ます。
映像１		映像２		映像3

 メモ
●	切り換えできる映像は番組によって異なりま
す。また、切り換えた映像が有料のときは、
再生できないことがあります。

音声・字幕を切り換える

音声を切り換える
番組に複数の音声があるときや、二カ国
語放送（二重音声）のときに、切り換え
ることができます。

1 機能選択モード表示中に、 
を押す 

押すごとに、次のように切り換わり
ます。

複数の音声があるとき
第１音声		第2音声		第3音声

二カ国語方法（二重音声）のとき
主音声		副音声		主音声＋副音声

 メモ
●	切り換えできる音声は番組によって異なりま
す。また、切り換えた音声が有料のときは、
再生できないことがあります。

字幕を切り換える
番組に字幕があるときに、字幕の言語と
表示のON/OFFを切り換えることができ
ます。

1 機能選択モード表示中に、 
を長く押す 

長く押すごとに、次のように切り換
わります。
第１言語		第2言語	字幕OFF

 メモ
●	切り換えできる字幕は番組によって異なります。
●	番組によっては、強制的に字幕が表示される
ことがあります。

●	ワンセグ視聴中は動作しません。
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チャンネルの 
登録・呼び出し

チャンネルを1局ずつ登録する
各バンドに6局ずつ、チャンネルを登録
しておくことができます。

1 登録したいチャンネルを 
選局する

サムパッドを左右に操作して、登録し
たいチャンネルを選局してください。

2 通常画面表示中に、  
～ を長く押す 

押したプリセット番号に、チャンネ
ルが登録されます。

 メモ
●	チャンネルがすでに登録されている場合は、
前の登録内容が消去されて、新しいチャンネ
ルが登録されます。

チャンネルを1局ずつ呼び出す
登録したチャンネルを、プリセット番号
を指定して直接呼び出します。

1 通常画面表示中に、 
～ を押す

押したプリセット番号に登録されて
いるチャンネルを受信します。

映像を切り換える

番組に複数の映像（マルチビュー）があ
るときに、切り換えることができます。

1 機能選択モード表示中に、 
を押す 

押すごとに、次のように切り換わり
ます。
映像１		映像２		映像3

 メモ
●	切り換えできる映像は番組によって異なりま
す。また、切り換えた映像が有料のときは、
再生できないことがあります。

音声・字幕を切り換える

音声を切り換える
番組に複数の音声があるときや、二カ国
語放送（二重音声）のときに、切り換え
ることができます。

1 機能選択モード表示中に、 
を押す 

押すごとに、次のように切り換わり
ます。

複数の音声があるとき
第１音声		第2音声		第3音声

二カ国語方法（二重音声）のとき
主音声		副音声		主音声＋副音声

 メモ
●	切り換えできる音声は番組によって異なりま
す。また、切り換えた音声が有料のときは、
再生できないことがあります。

字幕を切り換える
番組に字幕があるときに、字幕の言語と
表示のON/OFFを切り換えることができ
ます。

1 機能選択モード表示中に、 
を長く押す 

長く押すごとに、次のように切り換
わります。
第１言語		第2言語	字幕OFF

 メモ
●	切り換えできる字幕は番組によって異なります。
●	番組によっては、強制的に字幕が表示される
ことがあります。

●	ワンセグ視聴中は動作しません。
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TV（例：「AVX-P7」）を接続したときは、
本機でTVをコントロールできます。

ここだけの操作で、TVの基本操作をするこ
とができます。

通常画面

① バンド表示
② プリセット番号表示
③ チャンネル表示

1 ソースをTVにする

または を押して、TVを選んで
ください。

2 サムパッドを左右に 
操作する

チャンネルを選びます。
次のチャンネル番号を選ぶとき･
･ ･ ：右に操作する
前のチャンネル番号を選ぶとき･
･ ･ ：左に操作する

TVのふだんの操作

3 サムパッドを左右に 
長く操作する

チャンネルの自動選局をします。
チャンネルを順に選ぶとき･ ･
･ ･ ：右に長く操作する
チャンネルを逆順に選ぶとき･ ･
･ ･ ：左に長く操作する

4 サムパッドを上下に 
操作する

プリセットチャンネルを選びます。
前のプリセットチャンネルを選ぶとき･
･ ･ ：下に操作する
次のプリセットチャンネルを選ぶとき･
･ ･ ：上に操作する
●	プリセットチャンネルは、あらかじめ登録し
てある場合に選択できます。

5 TVの操作をやめる

他のソースに切り換えるか、電源を
OFFにする。

ふだんの操作以外の便利な機能を使うと
きは、モードを切り換えて操作します。

1 サムパッドを長く押す

機能選択モードに切り換わります。

機能選択モード

2 ～ を押す

：BSSM
（➡45ページ）

：音声切換設定
（➡46ページ）

3 サムパッドを長く押す

通常再生画面に戻ります。

モードの切り換えかた

③

②①

Ｔ
Ｖ
の
操
作
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TVのふだんの操作

3 サムパッドを左右に 
長く操作する

チャンネルの自動選局をします。
チャンネルを順に選ぶとき･ ･
･ ･ ：右に長く操作する
チャンネルを逆順に選ぶとき･ ･
･ ･ ：左に長く操作する

4 サムパッドを上下に 
操作する

プリセットチャンネルを選びます。
前のプリセットチャンネルを選ぶとき･
･ ･ ：下に操作する
次のプリセットチャンネルを選ぶとき･
･ ･ ：上に操作する
●	プリセットチャンネルは、あらかじめ登録し
てある場合に選択できます。

5 TVの操作をやめる

他のソースに切り換えるか、電源を
OFFにする。

ふだんの操作以外の便利な機能を使うと
きは、モードを切り換えて操作します。

1 サムパッドを長く押す

機能選択モードに切り換わります。

機能選択モード

2 ～ を押す

：BSSM
（➡45ページ）

：音声切換設定
（➡46ページ）

3 サムパッドを長く押す

通常再生画面に戻ります。

モードの切り換えかた チャンネルを自動的に
登録する

受信状態の良いチャンネルをさがして、
自動的にチャンネル番号の小さい順に登
録します。（BSSM）

 BSSMについて
●BSSMは、「ベスト	ステーションズ	シーケン
シャル	メモリー」の略です。受信状態の良
いチャンネルをさがして、自動的に登録する
機能です。

1 機能選択モード表示中に、 
を長く押す

BSSMが始まります。
受信状態の良いチャンネルを自動的
に受信して、登録します。
BSSM登録中にもう一度 を押す
と、BSSMが途中で解除されます。

 メモ
●	受信状態の良いチャンネルが6局より少ない
ときは、前の登録内容が残ることがあります。

●	受信状態の良いチャンネルが少ない地域で
は、BSSMが終了するまでに時間がかかり
ます。
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音声を切り換える

音声多重放送を受信しているときは、音
声を切り換えることができます。

 音声多重放送について
●洋画やニュースの二カ国語放送のように、2
種類の音声を持った放送のことを、音声多重
放送と呼びます。

1 機能選択モード表示中に、 
を押す 

押すごとに、音声切換設定が切り換
わります。
MAIN（主音声）	
	SUB（副音声）	
	MAIN/SUB（主副音声）

チャンネルを1局ずつ 
登録する

各バンドに6局ずつ、チャンネルを登録
しておくことができます。

1 登録したいチャンネルを 
選局する

サムパッドを左右に操作して、登録し
たいチャンネルを選局してください。

2 機能選択モード表示中に、 
を押す 

プリセット選択画面に切り換わり
ます。

3 プリセット選択画面表示中
に、 ～ を長く押す

押したプリセット番号に、チャンネ
ルが登録されます。

 メモ
●	チャンネルがすでに登録されている場合は、
前の登録内容が消去されて、新しいチャンネ
ルが登録されます。

チャンネルを1局ずつ 
呼び出す

登録したチャンネルを、プリセット番号
を指定して直接呼び出します。

1 機能選択モード表示中に、 
を押す 

プリセット選択画面に切り換わり
ます。

2 プリセット選択画面表示中
に、 ～ を押す

押したプリセット番号に登録されて
いるチャンネルを受信します。

Ｔ
Ｖ
の
操
作
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チャンネルを1局ずつ 
登録する

各バンドに6局ずつ、チャンネルを登録
しておくことができます。

1 登録したいチャンネルを 
選局する

サムパッドを左右に操作して、登録し
たいチャンネルを選局してください。

2 機能選択モード表示中に、 
を押す 

プリセット選択画面に切り換わり
ます。

3 プリセット選択画面表示中
に、 ～ を長く押す

押したプリセット番号に、チャンネ
ルが登録されます。

 メモ
●	チャンネルがすでに登録されている場合は、
前の登録内容が消去されて、新しいチャンネ
ルが登録されます。

チャンネルを1局ずつ 
呼び出す

登録したチャンネルを、プリセット番号
を指定して直接呼び出します。

1 機能選択モード表示中に、 
を押す 

プリセット選択画面に切り換わり
ます。

2 プリセット選択画面表示中
に、 ～ を押す

押したプリセット番号に登録されて
いるチャンネルを受信します。
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 外部機器（AUX）を使う

本機には、5台までの外部機器（AUX）を接
続できます。･
また、それぞれの外部機器（AUX）の名称
を変更できます。

 メモ
●本機に接続した外部機器（AUX）は、個別に
ON／OFFできます（➡16ページ）。

本機には、下記の機器を外部機器（AUX）
として接続できます。

①･RCA出力付き外部機器･
本機には、AUX1 Mainまたは、AUX2 
AUXとして接続します。
●本機に外部機器（AUX）として接続したい機
器にRCA出力がなく、スピーカー出力だけ
がある場合は、付属のスピーカー・RCA変
換ケーブルを使用してください。

②･デジタル出力付き外部機器･
本機には、AUX3 Digitalとして接続し
ます。･
デジタル出力の種類によって、COAXIAL
（同軸）かTOSLINK（角型光）を選んで
接続してください（➡61ページ）。

③･ミニプラグ付き外部機器･
本機には、AUX4 MiniPlugとして接続
します。

④･IP-BUS付き外部機器･
本機には、AUX5 IP-BUSとして接続し
ます。別売のRCA･バスインターコネク
ター（例：｢CD-RB20｣）を使用してい
る場合も、AUX5 IP-BUSとして接続し
ます。

通常再生画面

1 ソースをAUXにする

または を押して、	
AUX1 Main、	
AUX2 AUX、	
AUX3 Digital、	
AUX4 MIniPlug、	
またはAUX5 IP-BUS 
を選んでください。

AUXの名称を入力して本機に登録できま
す。登録した名称は画面に表示できます。

 ご注意
●	文字の入力操作は画面を長く見る必要があり
ます。事故防止のために、運転中は文字の入
力操作を行わないでください。

●	ソース切り換え時のアニメーション画面で表
示される名称は、変更されません。

1 名称を入力したい外部機器
（AUX）に切り換える 
または を押して、	

AUX1 Main、	
AUX2 AUX、	
AUX3 Digital、	
AUX4 MIniPlug、	
またはAUX5 IP-BUS 
を選んでください。

2 サムパッドを長く押す

機能選択モードに切り換わります。

3 を長く押す

編集画面に切り換わります。

4 タイトルを入力して、 
登録する

マルチCDのタイトル入力を参照し
て、入力を行ってください。 

（➡30ページ）

 メモ
●	名称は、20文字まで入力できます。

外部機器（AUX）の
名称を入力する
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外部機器（AUX）を使う

通常再生画面

1 ソースをAUXにする

または を押して、	
AUX1 Main、	
AUX2 AUX、	
AUX3 Digital、	
AUX4 MIniPlug、	
またはAUX5 IP-BUS 
を選んでください。

AUXの名称を入力して本機に登録できま
す。登録した名称は画面に表示できます。

 ご注意
●	文字の入力操作は画面を長く見る必要があり
ます。事故防止のために、運転中は文字の入
力操作を行わないでください。

●	ソース切り換え時のアニメーション画面で表
示される名称は、変更されません。

1 名称を入力したい外部機器
（AUX）に切り換える 
または を押して、	

AUX1 Main、	
AUX2 AUX、	
AUX3 Digital、	
AUX4 MIniPlug、	
またはAUX5 IP-BUS 
を選んでください。

2 サムパッドを長く押す

機能選択モードに切り換わります。

3 を長く押す

編集画面に切り換わります。

4 タイトルを入力して、 
登録する

マルチCDのタイトル入力を参照し
て、入力を行ってください。 

（➡30ページ）

 メモ
●	名称は、20文字まで入力できます。

外部機器（AUX）の
名称を入力する
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本機は、下記のオーディオプロセッサをコン
トロールできます。
・デジタル インテグレーテッド アンプ
	 「RS-A9X」
・ユニバーサル デジタル プリアンプ
	 「RS-P90X」
・ユニバーサル デジタル プリアンプ	
　イコライザー
	 「RS-P70xⅡ」「RS-P70x」
・デジタルプロセッシングユニット
	 「DEQ-P01Ⅱ」「DEQ-P01」
●	上記以外の製品の接続に関しては、販売店にご相
談ください。

オーディオ調整機能の詳細については、組み
合わせたオーディオプロセッサの説明書をご
覧ください。

オーディオ調整

オ
ー
デ
ィ
オ
調
整

オーディオプロセッサの	  
		  操作について
オーディオプロセッサの説明書では、ODR
シリーズ、またはピュアコンポーネントシ
リーズのリモコンを使用して、操作説明を
行っています。

このため、本機のリモコンとは一部操作が異
なる場合があります。
下記の表を参照して、オーディオプロセッサ
の操作を行ってください。

オーディオプロセッサ
の説明書 本機

a サムパッドを上に操作する
b サムパッドを下に操作する
c サムパッドを左に操作する
d サムパッドを右に操作する

リモートコントローラーの
カバーを開ける サムパッドを長く押す

リモートコントローラーの
カバーを閉じる サムパッドを長く押す

オーディオプロセッサの	  
		  機能について
本機と、「RS-A9X」「RS-P90X」「RS-P70xⅡ」
「RS-P70x」「DEQ-P01Ⅱ」または「DEQ-P01」
を組み合わせたとき、一部の機能がオーディオ
プロセッサの説明書の記述と異なります。
詳しくは、下記をご参照ください。

●	ソースレベルアジャスター（SLA）の
設定内容は、以下のようになります。

「RS-A9X」「RS-P90X」「DEQ-P01Ⅱ」	
または「DEQ-P01」を接続している場合
●TVおよび地上デジタルTVは同じ出力レベル
に設定されます。

●マルチCD、CD、およびAUX3は同じ出力レ
ベルに設定されます。

●AUX2、AUX5、エクスターナル1、および
エクスターナル2は同じ出力レベルに設定さ
れます。

●DVD、iPod、AUX1、AUX4は、それぞれ別
の出力レベルに設定できます。

「RS-P70ｘⅡ」または「RS-P70ｘ」	
を接続している場合
●TVおよび地上デジタルTVは同じ出力レベル
に設定されます。

●マルチCD、CD、DVD、およびAUX3は同じ
出力レベルに設定されます。

●AUX2、AUX4、AUX5、エクスターナル1、
およびエクスターナル2は同じ出力レベルに
設定されます。

●iPod、AUX1は、それぞれ別の出力レベルに
設定できます。

●	オーディオメニューの調整内容は、最大
4つまでメモリーできます。
●「RS-A9X」または「RS-P90X」を組み合
わせた場合、2つのベースメモリー、および
2つのカスタムメモリーが使用できます。さ
らに、ラストメモリーも使用できます。

●「RS-P70xⅡ」または「RS-P70x」を組み
合わせた場合、2つのベースメモリー、およ
び2つのカスタムメモリーが使用できます。

●「DEQ-P01Ⅱ」または「DEQ-P01」を組み
合わせた場合、4つのカスタムメモリーが使
用できます。
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オーディオ調整

オ
ー
デ
ィ
オ
調
整

オーディオプロセッサの	  
		  操作について
オーディオプロセッサの説明書では、ODR
シリーズ、またはピュアコンポーネントシ
リーズのリモコンを使用して、操作説明を
行っています。

このため、本機のリモコンとは一部操作が異
なる場合があります。
下記の表を参照して、オーディオプロセッサ
の操作を行ってください。

オーディオプロセッサ
の説明書 本機

a サムパッドを上に操作する
b サムパッドを下に操作する
c サムパッドを左に操作する
d サムパッドを右に操作する

リモートコントローラーの
カバーを開ける サムパッドを長く押す

リモートコントローラーの
カバーを閉じる サムパッドを長く押す

オーディオプロセッサの	  
		  機能について
本機と、「RS-A9X」「RS-P90X」「RS-P70xⅡ」
「RS-P70x」「DEQ-P01Ⅱ」または「DEQ-P01」
を組み合わせたとき、一部の機能がオーディオ
プロセッサの説明書の記述と異なります。
詳しくは、下記をご参照ください。

●	ソースレベルアジャスター（SLA）の
設定内容は、以下のようになります。

「RS-A9X」「RS-P90X」「DEQ-P01Ⅱ」	
または「DEQ-P01」を接続している場合
●TVおよび地上デジタルTVは同じ出力レベル
に設定されます。

●マルチCD、CD、およびAUX3は同じ出力レ
ベルに設定されます。

●AUX2、AUX5、エクスターナル1、および
エクスターナル2は同じ出力レベルに設定さ
れます。

●DVD、iPod、AUX1、AUX4は、それぞれ別
の出力レベルに設定できます。

「RS-P70ｘⅡ」または「RS-P70ｘ」	
を接続している場合
●TVおよび地上デジタルTVは同じ出力レベル
に設定されます。

●マルチCD、CD、DVD、およびAUX3は同じ
出力レベルに設定されます。

●AUX2、AUX4、AUX5、エクスターナル1、
およびエクスターナル2は同じ出力レベルに
設定されます。

●iPod、AUX1は、それぞれ別の出力レベルに
設定できます。

●	オーディオメニューの調整内容は、最大
4つまでメモリーできます。
●「RS-A9X」または「RS-P90X」を組み合
わせた場合、2つのベースメモリー、および
2つのカスタムメモリーが使用できます。さ
らに、ラストメモリーも使用できます。

●「RS-P70xⅡ」または「RS-P70x」を組み
合わせた場合、2つのベースメモリー、およ
び2つのカスタムメモリーが使用できます。

●「DEQ-P01Ⅱ」または「DEQ-P01」を組み
合わせた場合、4つのカスタムメモリーが使
用できます。

●	AUX1 Main専用のオーディオ調整内容
を、カスタムメモリー1に登録できます。

●	ベースメモリーに対して、プロテクト機
能が使用できます。
●「DEQ-P01Ⅱ」または「DEQ-P01」を組み
合わせているときは、プロテクト機能は使用
できません。

	メモ
●オーディオプロセッサの調整には、組み合わ
せたアンプ、スピーカーなどの製品知識のほ
か、車室内音場に関する知識および技術が必
要となります。調整が困難な場合は、お買い
上げの販売店にご相談ください。

●販売店で既にオーディオ調整が行われている
場合は、お客様の車独自の音響空間を考慮し
た、最適な設定がオーディオプロセッサに登
録されています。この場合は、メモリーを呼
び出して使用してください。操作方法に関し
ては、組み合わせたオーディオプロセッサの
説明書をご覧ください。
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便
利
な
機
能

本機には、2台のエクスターナルユニッ
トを接続できます。

 メモ
●	エクスターナル1とエクスターナル2は自動
で設定されます。

基本画面での操作

1 ソースをエクスターナルに
する
または を押して、EXTERNAL

（エクスターナル1または2）を選ん
でください。

2 サムパッドを上下左右に 
操作する

機能は接続した製品によって異なり
ます。詳しくは、接続した製品の取
扱説明書をご覧ください。

機能選択モードでの操作

1 サムパッドを長く押す

機能選択モードに切り換わります。

2 ～ を押す

機能は接続した製品によって異なり
ます。詳しくは、接続した製品の取
扱説明書をご覧ください。

エクスターナルユニットの操作

画面表示をOFFにする
画面表示をOFFにすることでノイズを抑
え、音質への影響を防ぐことができます。

1 （DISPLAY OFF）を 
長く押す 

長く押すごとに、画面表示のON/
OFFが切り換わります。
画面表示がOFFのときは、ディスプ
レイユニットのDISPLAY	OFFイン
ジケーターが点灯します。

 メモ
●	画面表示がOFFのときにボタンを押すと、画
面が約5秒間表示され、再び消えます。

ミュート機能
ミュート機能のあるパイオニア製ナビ
ゲーションシステムなどと本機を組み合
わせると、その製品からミュート信号を
受け取っているときだけ、ミュート機能
が働きます。

 メモ
●	ミュート機能が働いているときは、画面上に
“MUTE”が表示され、音声が出力されなく
なります。ミュート機能が解除されると、自
動的にもとの音量と画面表示に戻ります。

便利な機能

瞬時に音量を小さくする
アッテネーターを使うと、車内の会話や
車外の音が聞き取りにくいときなどに、
瞬時に音量を小さくできます。

1 （ATT）を押す

音量が1/10になります。 
もう一度	 （ATT）を押すと、解
除されます。
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能

本機には、2台のエクスターナルユニッ
トを接続できます。

 メモ
●	エクスターナル1とエクスターナル2は自動
で設定されます。

基本画面での操作

1 ソースをエクスターナルに
する
または を押して、EXTERNAL

（エクスターナル1または2）を選ん
でください。

2 サムパッドを上下左右に 
操作する

機能は接続した製品によって異なり
ます。詳しくは、接続した製品の取
扱説明書をご覧ください。

機能選択モードでの操作

1 サムパッドを長く押す

機能選択モードに切り換わります。

2 ～ を押す

機能は接続した製品によって異なり
ます。詳しくは、接続した製品の取
扱説明書をご覧ください。

詳細設定モードでの操作

1 機能選択モード表示中に、 
を長く押す

詳細設定モードに切り換わります。

2 ～ を押す

機能は接続した製品によって異なり
ます。詳しくは、接続した製品の取
扱説明書をご覧ください。

エクスターナルユニットの操作便利な機能

瞬時に音量を小さくする
アッテネーターを使うと、車内の会話や
車外の音が聞き取りにくいときなどに、
瞬時に音量を小さくできます。

1 （ATT）を押す

音量が1/10になります。 
もう一度	 （ATT）を押すと、解
除されます。
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続
・
取
り
付
け

 接続・取り付け部品を確認する

ディスプレイユニット
関係

ディスプレイユニット

ディスプレイユニット用
延長ケーブル

面ファスナー・両面テープ
関係

両面テープ× 1

面ファスナー× 1セット

取り付け台関係

ディスプレイユニット	
取り付け台

六角穴つきネジ	
（2.6mm× 6mm）× 2

タッピングネジ	
（4mm× 16mm）× 1

平ワッシャー× 2

六角レンチ（大）

六角レンチ（小）

取り付けホルダー関係

ディスプレイユニット	
取り付けホルダー

取り付けホルダー
固定ステー× 2

両面テープセット

保護クッション

ネジ	
（2.6mm× 5mm）× 2

ネジ
（3mm× 12mm）× 4

リモコン関係

カードリモコン

ステアリングリモコン用

両面テープ

ステアリングリモコン

リモコン受光部

リモコン受光部用	
両面テープ

リモコン変換ケーブル

保護シール× 2

ハイダウェイユニット
関係

ハイダウェイユニット

電源ケーブル

バッテリーケーブル

アースケーブル

スピーカー・RCA	
変換ケーブル× 2

ショート防止用カバー

取り付けブラケット× 4

タッピングネジ	
（4mm× 12mm）× 4

座付きネジ	
（4mm× 8mm）× 4
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け

 接続・取り付け部品を確認する

ディスプレイユニット
関係

ディスプレイユニット

ディスプレイユニット用
延長ケーブル

面ファスナー・両面テープ
関係

両面テープ× 1

面ファスナー× 1セット

取り付け台関係

ディスプレイユニット	
取り付け台

六角穴つきネジ	
（2.6mm× 6mm）× 2

タッピングネジ	
（4mm× 16mm）× 1

平ワッシャー× 2

六角レンチ（大）

六角レンチ（小）

取り付けホルダー関係

ディスプレイユニット	
取り付けホルダー

取り付けホルダー
固定ステー× 2

両面テープセット

保護クッション

ネジ	
（2.6mm× 5mm）× 2

ネジ
（3mm× 12mm）× 4

リモコン関係

カードリモコン

ステアリングリモコン用

両面テープ

ステアリングリモコン

リモコン受光部

リモコン受光部用	
両面テープ

リモコン変換ケーブル

保護シール× 2

ハイダウェイユニット
関係

ハイダウェイユニット

電源ケーブル

バッテリーケーブル

アースケーブル

スピーカー・RCA	
変換ケーブル× 2

ショート防止用カバー

取り付けブラケット× 4

タッピングネジ	
（4mm× 12mm）× 4

座付きネジ	
（4mm× 8mm）× 4
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本体（ハイダウェイユニット）

ヒューズ（4 A）

ヒューズ抵抗

ヒューズ抵抗

黄／黒

黒ストライプ

橙／白

赤

青／白

6 m

6 m

6 m

6 m

1.5 m

6 m＋バッテリー電源
車のエンジンスイッチのON/OFFに関係なく、常
にバッテリーから電源が供給される電源回路に接
続してください。

アース
車のボディの金属部に確実に接続してください。

アクセサリー電源
車のエンジンスイッチをACCポジションにしたとき
に電源が供給される電源回路に接続してください。

注：赤／灰、橙／白、バッテリー電源線は
車のヒューズユニットを通した後の
端子に接続してください。

注：製品の発煙・故障を防ぐために、アー
ス線を必ずいちばん初めに接続して
ください。

注：ヒューズを交換するときは、必ず同じ
容量のヒューズと交換してください。

ミュート
パイオニア製のナビゲーションシステムなどの別売製品と組み合わせるときに、本機の
音量をコントロールするために使用します。（別売製品からのコントロール信号が入力さ
れると、本機の音量が自動的に変化します。）組み合わせた別売製品に黄/黒リード線（セ
ルラーミュートまたはミュート）がある場合は、そこに接続してください。それ以外は何も
接続しないでください。

システムリモートコントロール
外部アンプをコントロールするために使
用します。(本機がONになるとコント
ロール信号が出力されます。）外部アン
プのシステムリモートコントロール端子に
接続してください。(12 V DC、300 mA
以内でご使用ください。) 

注：電源ケーブルの、ヒューズから本体、
およびヒューズ抵抗から本体の間に、
他の機器のリード線を接続しないで
ください。

イルミ電源
車のライトをONにしたときに電源が供給される電源回
路（時計の照明回路やスモールランプ回路など）に接
続してください。

黄ストライプ

 電源ケーブルの接続

接続上のご注意

本機と他の製品では同じ働きのコー
ドでも色が異なる場合があります。
本機と他の製品とを接続される場合、
それぞれの製品に付属の取付説明書
をよくお読みになり、同じ働きのコー
ドどうしを接続してください。

●本機は、エンジンスイッチにACCがな
い車では使用できません。必ず、エン
ジンスイッチにACCがある車でご使用
ください。

●赤リード線（アクセサリー電源）は、
常にバッテリーから電源が供給される
電源回路には、接続しないでください。
接続すると車のバッテリーが消耗して
しまいます。

●黒リード線（アース）は、パワーアン
プなどの消費電流が大きい製品のアー
スとは別々に取り付けてください。ま
とめて取り付けると、ネジが緩んだり
外れたりしたとき、製品の発煙・故障
の原因となるおそれがあります。

 接続の前に知ってほしいこと

電源配線キットを別売しています
●システム全体の消費電流が大きくなる
と、電圧が不足する場合があります。
そのようなときは、バッテリーから直
接電源をお取りください。当社では、
電源配線キット「RD-221」を別売し
ていますので、販売店にご相談くだ･
さい。

コネクターの着脱のしかた
●コネクターは、“カチッ”と音がするま
で押し込んで、確実に接続してくださ
い。スムーズに入らない場合は、色が
間違っている可能性がありますので、
コネクターどうしの色を確認してくだ
さい。また、無理に挿入しないでくだ
さい。故障の原因となる場合があり･
ます。

●コネクターを外すときは、図のように
コネクター部分を持ってロックを押し
ながら、引っ張ってください。	 ･
コードを引っ張るとコードが抜けてし
まうことがあります。
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本体（ハイダウェイユニット）

ヒューズ（4 A）

ヒューズ抵抗

ヒューズ抵抗

黄／黒

黒ストライプ

橙／白

赤

青／白

6 m

6 m

6 m

6 m

1.5 m

6 m＋バッテリー電源
車のエンジンスイッチのON/OFFに関係なく、常
にバッテリーから電源が供給される電源回路に接
続してください。

アース
車のボディの金属部に確実に接続してください。

アクセサリー電源
車のエンジンスイッチをACCポジションにしたとき
に電源が供給される電源回路に接続してください。

注：赤／灰、橙／白、バッテリー電源線は
車のヒューズユニットを通した後の
端子に接続してください。

注：製品の発煙・故障を防ぐために、アー
ス線を必ずいちばん初めに接続して
ください。

注：ヒューズを交換するときは、必ず同じ
容量のヒューズと交換してください。

ミュート
パイオニア製のナビゲーションシステムなどの別売製品と組み合わせるときに、本機の
音量をコントロールするために使用します。（別売製品からのコントロール信号が入力さ
れると、本機の音量が自動的に変化します。）組み合わせた別売製品に黄/黒リード線（セ
ルラーミュートまたはミュート）がある場合は、そこに接続してください。それ以外は何も
接続しないでください。

システムリモートコントロール
外部アンプをコントロールするために使
用します。(本機がONになるとコント
ロール信号が出力されます。）外部アン
プのシステムリモートコントロール端子に
接続してください。(12 V DC、300 mA
以内でご使用ください。) 

注：電源ケーブルの、ヒューズから本体、
およびヒューズ抵抗から本体の間に、
他の機器のリード線を接続しないで
ください。

イルミ電源
車のライトをONにしたときに電源が供給される電源回
路（時計の照明回路やスモールランプ回路など）に接
続してください。

黄ストライプ

 電源ケーブルの接続 接続の前に知ってほしいこと

電源配線キットを別売しています
●システム全体の消費電流が大きくなる
と、電圧が不足する場合があります。
そのようなときは、バッテリーから直
接電源をお取りください。当社では、
電源配線キット「RD-221」を別売し
ていますので、販売店にご相談くだ･
さい。

コネクターの着脱のしかた
●コネクターは、“カチッ”と音がするま
で押し込んで、確実に接続してくださ
い。スムーズに入らない場合は、色が
間違っている可能性がありますので、
コネクターどうしの色を確認してくだ
さい。また、無理に挿入しないでくだ
さい。故障の原因となる場合があり･
ます。

●コネクターを外すときは、図のように
コネクター部分を持ってロックを押し
ながら、引っ張ってください。	 ･
コードを引っ張るとコードが抜けてし
まうことがあります。
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 オーディオプロセッサとの接続例

※2

本体 
( ハイダウェイユニット )

※3

※1

デジタルプロセッシングユニット
 (「DEQ-P01Ⅱ」など )

パワーアンプ
(「PRS-A700」など )

黒黒青

トゥイーター

ミッドレンジ

ローレンジ

サブウーファー

※1：光デジタルライン
　　(「CD-AD600」など) (別売)

※2：IP-BUS ケーブル
　　(「CD-IP600」など) (別売)

パワーアンプ
(「PRS-A500」など )

パワーアンプ
(「PRS-A500」など )

※3

※3：市販のRCAケーブル (別売)

バッテリー電源ケーブル、アースケーブ
ルを端子に接続するときには、ショート
防止用カバーをかぶせます。

1 リード線にカバーを通す

●このカバーはショートを防ぐ大切なものです
ので、必ずご使用ください。

ショート防止用カバー

2 各リード線を接続する

●リード線は端子ネジでしっかりと固定してく
ださい。

端子ネジ

+バッテリー電源

アース端子

端子ネジ

アース

 電源端子の接続

3 カバーを端子全体にかぶせる

ショート防止用カバー
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  オーディオプロセッサとの接続例

※2

本体 
( ハイダウェイユニット )

※3

※1

デジタルプロセッシングユニット
 (「DEQ-P01Ⅱ」など )

パワーアンプ
(「PRS-A700」など )

黒黒青

トゥイーター

ミッドレンジ

ローレンジ

サブウーファー

※1：光デジタルライン
　　(「CD-AD600」など) (別売)

※2：IP-BUS ケーブル
　　(「CD-IP600」など) (別売)

パワーアンプ
(「PRS-A500」など )

パワーアンプ
(「PRS-A500」など )

※3

※3：市販のRCAケーブル (別売)

	メモ
●この接続図は一例です。お手持ちのオーディ
オプロセッサとの接続に関して詳しくは、
オーディオプロセッサの取扱説明書をご覧い
ただくか、販売店にご相談ください。

 電源端子の接続

3 カバーを端子全体にかぶせる

ショート防止用カバー
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 外部機器（AUX）の接続

青

※

RCA・バスインターコネクター 
(「CD-RB20」など) (別売)

市販のRCAコード 
(別売)

市販のTOSLINK（角型光）
デジタルケーブル（別売）

市販のCOAXIAL（同軸）
デジタルケーブル（別売）

市販のRCAコード 
(別売)

市販の3.5 mmミニプラグ
ケーブル (別売)

AUX 4
(ミニプラグ付き外部機器)
(別売)  

AUX 5
(RCA出力付き外部機器)
(別売)  

AUX 3
(デジタル出力付き外部機器)
(別売)  

AUX 2
(RCA出力付き外部機器)
(別売)  

AUX 1
(RCA出力付き外部機器)
(別売)  

 パイオニア製品との組み合わせ

「GEX-P07DTV」+「CD-IB10Ⅱ」	  
+「XDV-P70」+「CDX-P1270」の組み合わせ例

本体
(ハイダウェイユニット)

ディスプレイユニット

黒

リモコン受光部

リモコン受光部
入力端子へ

リモコン変換ケーブル

IP-BUS ケーブル
(「CD-IB10Ⅱ」付属)

青

青

黒

IP-BUS ケーブル
(「GEX-P09DTV」付属)

IP-BUS ケーブル
(「XDV-P70」付属)

青

青黒

黒

iPod用アダプター
(「CD-IB10Ⅱ」など)
(別売）

6ディスクマルチDVD-V/
VCD/CD・WMA/MP3対応
プレーヤー「XDV-P70」など
(別売）

マルチCDプレーヤー
(「CDX-P670」など) (別売）

光デジタルライン
(「CD-AD600」など) (別売）

地上デジタルTVチューナー
(「GEX-P09DTV」など)
(別売）

ディスプレイユニット用
延長ケーブル

光デジタルライン
(「CD-AD600」など) 
(別売）

黒

青 青

	メモ
●この接続図は一例です。お手持ちのパイオニ
ア製品との接続に関して詳しくは、それぞれ
の製品の取扱説明書をご覧いただくか、販売
店にご相談ください。
●光デジタルラインは、クランパーを使用して
固定してください。
●地上デジタルTVチューナーや、DVDプレー
ヤーを接続しないときは、リモコン変換ケー
ブルは使用しません。
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 外部機器（AUX）の接続

青

※

RCA・バスインターコネクター 
(「CD-RB20」など) (別売)

市販のRCAコード 
(別売)

市販のTOSLINK（角型光）
デジタルケーブル（別売）

市販のCOAXIAL（同軸）
デジタルケーブル（別売）

市販のRCAコード 
(別売)

市販の3.5 mmミニプラグ
ケーブル (別売)

AUX 4
(ミニプラグ付き外部機器)
(別売)  

AUX 5
(RCA出力付き外部機器)
(別売)  

AUX 3
(デジタル出力付き外部機器)
(別売)  

AUX 2
(RCA出力付き外部機器)
(別売)  

AUX 1
(RCA出力付き外部機器)
(別売)  

	メモ
●接続したい機器にRCAオーディオ出力がな
い場合は、付属のスピーカー・RCA変換ケー
ブルをご使用ください。（➡62ページ）

※接続したい機器のデジタル出力端子の形状に
応じて、COAXIAL（同軸）デジタル端子か、
TOSLINK（角型光）デジタル端子を選んで
ください。

 パイオニア製品との組み合わせ

「GEX-P07DTV」+「CD-IB10Ⅱ」	  
+「XDV-P70」+「CDX-P1270」の組み合わせ例

本体
(ハイダウェイユニット)

ディスプレイユニット

黒

リモコン受光部

リモコン受光部
入力端子へ

リモコン変換ケーブル

IP-BUS ケーブル
(「CD-IB10Ⅱ」付属)

青

青

黒

IP-BUS ケーブル
(「GEX-P09DTV」付属)

IP-BUS ケーブル
(「XDV-P70」付属)

青

青黒

黒

iPod用アダプター
(「CD-IB10Ⅱ」など)
(別売）

6ディスクマルチDVD-V/
VCD/CD・WMA/MP3対応
プレーヤー「XDV-P70」など
(別売）

マルチCDプレーヤー
(「CDX-P670」など) (別売）

光デジタルライン
(「CD-AD600」など) (別売）

地上デジタルTVチューナー
(「GEX-P09DTV」など)
(別売）

ディスプレイユニット用
延長ケーブル

光デジタルライン
(「CD-AD600」など) 
(別売）

黒

青 青

	メモ
●この接続図は一例です。お手持ちのパイオニ
ア製品との接続に関して詳しくは、それぞれ
の製品の取扱説明書をご覧いただくか、販売
店にご相談ください。

●光デジタルラインは、クランパーを使用して
固定してください。

●地上デジタルTVチューナーや、DVDプレー
ヤーを接続しないときは、リモコン変換ケー
ブルは使用しません。
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入力設定スイッチの	
切り換え

本機に接続したAUX（外部機器）に応じ
て、入力設定スイッチを正しく設定して
ください。
入力設定スイッチは、ハイダウェイユ
ニットの裏面にあります。

1 2 3

4

①	入力レベル設定スイッチ	
（AUX1 Main）	 ･
AUX1の入力レベルを、HIGHまた
はLOWに切り換えます。アンプ内蔵
の製品を接続しているときは、HIGH
に設定します。

②	入力レベル設定スイッチ	
（AUX2 AUX）	 ･
AUX2の入力レベルを、HIGHまた
はLOWに切り換えます。アンプ内蔵
の製品を接続しているときは、HIGH
に設定します。

③	デジタル入力切換スイッチ	
（AUX3 Digital）	 ･
AUX3に接続した機器のデジタル出
力端子の形状にあわせて、COAX.
（COAXIAL（同軸）デジタル）また
はOPT.（TOSLINK（角型光）デジ
タル）を選びます。

④	ミキシング設定スイッチ	
（AUX1 Main、AUX2 AUX）	
AUX1 MainとAUX2 AUXの音声
をミックスするかどうかを選びます。

RCA 出力がないカーステレオをAUX1
またはAUX2に接続する場合は、付属の
スピーカー・RCA 変換ケーブルを使用
します。

スピーカー出力

本機のRCA入力端子へ

スピーカー出力付き
外部（AUX）機器
（別売）

白 ： 左 

赤 ： 右 

黒 ： 右 

黒 ： 左 

スピーカー・RCA
変換ケーブル
（付属）

ダッシュボード付近に本製品を取り付ける場合のご注意
下記の点にご注意ください。

●	前方視界を妨げない
●	直前側方視界を妨げない
●	エアバッグシステムの動作を妨げない
●	ナビゲーションモニター、ディスプレイ部に関しては運転中の視線移動が少ないように

前方視界および直前側方視界を妨げる位置に取り付けると、道路運送車両の保安基準＊に適合せず車
検に通らなかったり整備不良の対象となる場合があります。
＊保安基準とは、昭和26年7月28日施行運輸省令第67号道路運送車両の保安基準における第21条
及び第44条第5項の告示で定める基準をいいます。

 取り付けの前に知ってほしいこと

前方視界に関して
運転者が通常の運転状態における視点に
おいて、下図のポールが直接確認できる
ように取り付けてください。

2ｍ 2ｍ

1ｍ
0.9ｍ 0.7ｍ

0.3ｍ

高さ1ｍ、直径
0.3ｍのポール

ポール

：運転視界基準エリア
：高さ1ｍ、直径0.3ｍのポール｛

直前側方視界に関して
運転者が通常の運転状態における視点に
おいて、下図のポールが直接またはミ
ラーやカメラ画像で確認できるように取
り付けてください。

：運転視界基準エリア
：高さ1ｍ、直径0.3ｍのポール
：適用除外エリア
（一定の大きさ以下）

0.3ｍ

0.3ｍ

｛

注）	いずれの基準も左ハンドル車の
場合は左右逆となります。

スピーカー・RCA	
変換ケーブルの接続
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RCA 出力がないカーステレオをAUX1
またはAUX2に接続する場合は、付属の
スピーカー・RCA 変換ケーブルを使用
します。

スピーカー出力

本機のRCA入力端子へ

スピーカー出力付き
外部（AUX）機器
（別売）

白 ： 左 

赤 ： 右 

黒 ： 右 

黒 ： 左 

スピーカー・RCA
変換ケーブル
（付属）

ダッシュボード付近に本製品を取り付ける場合のご注意
下記の点にご注意ください。

●	前方視界を妨げない
●	直前側方視界を妨げない
●	エアバッグシステムの動作を妨げない
●	ナビゲーションモニター、ディスプレイ部に関しては運転中の視線移動が少ないように

前方視界および直前側方視界を妨げる位置に取り付けると、道路運送車両の保安基準＊に適合せず車
検に通らなかったり整備不良の対象となる場合があります。
＊保安基準とは、昭和26年7月28日施行運輸省令第67号道路運送車両の保安基準における第21条
及び第44条第5項の告示で定める基準をいいます。

 取り付けの前に知ってほしいこと

前方視界に関して
運転者が通常の運転状態における視点に
おいて、下図のポールが直接確認できる
ように取り付けてください。

2ｍ 2ｍ

1ｍ
0.9ｍ 0.7ｍ

0.3ｍ

高さ1ｍ、直径
0.3ｍのポール

ポール

：運転視界基準エリア
：高さ1ｍ、直径0.3ｍのポール｛

直前側方視界に関して
運転者が通常の運転状態における視点に
おいて、下図のポールが直接またはミ
ラーやカメラ画像で確認できるように取
り付けてください。

：運転視界基準エリア
：高さ1ｍ、直径0.3ｍのポール
：適用除外エリア
（一定の大きさ以下）

0.3ｍ

0.3ｍ

｛

注）	いずれの基準も左ハンドル車の
場合は左右逆となります。

スピーカー・RCA	
変換ケーブルの接続
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 取り付けのポイント

取り付け、固定する前に
●まず仮接続を行い、本機が正常に動作
することを確認してから、取り付けを
行ってください。正常に動作しない場
合は、接続に間違いがないか、もう一
度チェックしてください。

両面テープ・面ファスナーを貼り
付ける前に
●両面テープや面ファスナーを貼り付け
るところは、中性洗剤などで油分、汚
れを落としてください。

●両面テープや面ファスナーの接着面
は、指で触れないようにしてください。
接着面に触れると、接着力が弱くなり、
はがれやすくなります。

●両面テープや面ファスナーは、貼りな
おさないでください。貼りなおすと、
接着力が弱くなり、はがれやすくなり
ます。

ハイダウェイユニット取り付けの
ご注意
●ハイダウェイユニットの取り付け・配
線には専門技術と経験が必要です。安
全のため、必ずお買い上げの販売店に
作業を依頼してください。誤った取り
付け・配線をすると、車両に重大な支
障をきたす場合があります。

●車体に穴を開けて取り付ける場合は、
電気配線・パイプ類・タンクなどの位
置を確認のうえ、それらと干渉・接触
しないように注意してください。

●必ず本機および取付キットに付属の部
品を指定どおりに使用してください。
指定以外の部品を使用すると、機器内
部の部品をいためたり、しっかりと固
定できずに外れたりして危険です。

●次のような場所には絶対に取り付けな
いでください。高温により故障するお
それがあります。
◆ダッシュボードやリアトレイの上などのよ
うに、直射日光の当たる場所

◆ヒーターの吹き出し口の近く

●ドア近くなど、雨水がかかりやすい場
所には取り付けないでください。

●スペアータイヤボードなど、車の振動
で動く場所には絶対に取り付けないで
ください。

●スペアータイヤ、ジャッキ、工具など
の出し入れの邪魔にならない場所を選
んで取り付けてください。

●ハイダウェイユニットを車室内に取り
付ける場合は、しっかりと固定してく
ださい。外れると事故やケガの原因と
なります。

●ハイダウェイユニットを設置する床面
の下部に、マフラーなど高温になるも
のがあり、床面が熱くなる場合、保護
回路が働き動作停止することがありま
す。床面が熱くなる場所には取り付け
ないでください。

●シート下に取り付けるときは、シート
のスライドに支障がないように取り付
けてください。

ディスプレイユニット取り付けの
ご注意
●ディスプレイユニットの取り付け・配
線には専門技術と経験が必要です。安
全のため、必ずお買い上げの販売店に
作業を依頼してください。誤った取り
付け・配線をすると、車両に重大な支
障をきたす場合があります。

●車体に穴を開けて取り付ける場合は、
エアバッグ・電気配線・パイプ類・タ
ンクなどの位置を確認のうえ、それら
と干渉・接触しないように注意してく
ださい。

●必ず本機および取付キットに付属の部品
を指定どおりに使用してください。指定
以外の部品を使用すると、機器内部の部
品をいためたり、しっかりと固定できず
に外れたりして危険です。

●エアバッグなどの安全装置装着車の場
合は、安全装置の作動に支障のないよ
うに取り付けてください。

●エアバッグ装着車に取り付ける場合
は、車両メーカーに作業上の注意事項
を確認してから作業を行ってください。

●コード類は、運転操作の妨げにならない
ようテープでまとめておくなどしてくだ
さい。ステアリングやシフトレバー、ブ
レーキペダルなどに巻き付くと、事故の
原因となり危険です。
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取り付けのポイント

ハイダウェイユニット取り付けの
ご注意
●ハイダウェイユニットの取り付け・配
線には専門技術と経験が必要です。安
全のため、必ずお買い上げの販売店に
作業を依頼してください。誤った取り
付け・配線をすると、車両に重大な支
障をきたす場合があります。

●車体に穴を開けて取り付ける場合は、
電気配線・パイプ類・タンクなどの位
置を確認のうえ、それらと干渉・接触
しないように注意してください。

●必ず本機および取付キットに付属の部
品を指定どおりに使用してください。
指定以外の部品を使用すると、機器内
部の部品をいためたり、しっかりと固
定できずに外れたりして危険です。

●次のような場所には絶対に取り付けな
いでください。高温により故障するお
それがあります。
◆ダッシュボードやリアトレイの上などのよ
うに、直射日光の当たる場所

◆ヒーターの吹き出し口の近く

●ドア近くなど、雨水がかかりやすい場
所には取り付けないでください。

●スペアータイヤボードなど、車の振動
で動く場所には絶対に取り付けないで
ください。

●スペアータイヤ、ジャッキ、工具など
の出し入れの邪魔にならない場所を選
んで取り付けてください。

●ハイダウェイユニットを車室内に取り
付ける場合は、しっかりと固定してく
ださい。外れると事故やケガの原因と
なります。

●ハイダウェイユニットを設置する床面
の下部に、マフラーなど高温になるも
のがあり、床面が熱くなる場合、保護
回路が働き動作停止することがありま
す。床面が熱くなる場所には取り付け
ないでください。

●シート下に取り付けるときは、シート
のスライドに支障がないように取り付
けてください。

ディスプレイユニット取り付けの
ご注意
●ディスプレイユニットの取り付け・配
線には専門技術と経験が必要です。安
全のため、必ずお買い上げの販売店に
作業を依頼してください。誤った取り
付け・配線をすると、車両に重大な支
障をきたす場合があります。

●車体に穴を開けて取り付ける場合は、
エアバッグ・電気配線・パイプ類・タ
ンクなどの位置を確認のうえ、それら
と干渉・接触しないように注意してく
ださい。

●必ず本機および取付キットに付属の部品
を指定どおりに使用してください。指定
以外の部品を使用すると、機器内部の部
品をいためたり、しっかりと固定できず
に外れたりして危険です。

●エアバッグなどの安全装置装着車の場
合は、安全装置の作動に支障のないよ
うに取り付けてください。

●エアバッグ装着車に取り付ける場合
は、車両メーカーに作業上の注意事項
を確認してから作業を行ってください。

●コード類は、運転操作の妨げにならない
ようテープでまとめておくなどしてくだ
さい。ステアリングやシフトレバー、ブ
レーキペダルなどに巻き付くと、事故の
原因となり危険です。

●前方の視界を妨げる場所や、ステアリ
ング、シフトレバー、ブレーキペダル
などの操作を妨げる場所には絶対に取
り付けないでください。また、同乗者
に危険を及ぼす場所などには絶対に取
り付けないでください。

●天井などの不安定な場所に取り付けな
いでください。落下すると、事故やケ
ガの原因となります。

●サンバイザーなどの可動部に取り付け
ないでください。落下すると、事故や
ケガの原因となります。

●振動の多い場所や不安定な場所など、
しっかり固定できない場所には取り付
けないでください。外れると、運転操
作の妨げとなり、事故やケガの原因と
なります。

●ディスプレイユニットやネジなどが緩
んでいないか、時々確認してください。
ネジなどが緩んだまま使用すると、本
機が外れたときに、事故やケガの原因
となります。
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3 ディスプレイケーブルの 
処理をする

●	ケーブルは、運転操作の妨げにならないよう
に固定してください。

面ファスナーを使用した取り付け
ディスプレイユニットを、付属の面ファ
スナーで取り付けます。

●	面ファスナーを貼り付けるところは、中性洗
剤などで油分、汚れを落としてください。

●	面ファスナーの接着面は、指で触れないよう
にしてください。接着面に触れると、接着力
が弱くなり、はがれやすくなります。

●	面ファスナーは、貼りなおさないでください。
貼りなおすと、接着力が弱くなり、はがれや
すくなります。

1 ディスプレイユニットを取り付ける場所
に、面ファスナー（やわらかい方）を 
貼り付ける

ダッシュボードまたはコンソール

面ファスナー（やわらかい方）

2 ディスプレイユニットの背面に、 
面ファスナー（かたい方）を貼り付ける

ディスプレイユニット

面ファスナー（かたい方）

3 ディスプレイユニットを 
貼り付ける

ダッシュボードまたはコンソール

ディスプレイユニット

4 ディスプレイケーブルの 
処理をする

●	ケーブルは、運転操作の妨げにならないよう
に固定してください。

取り付け台を使用した取り付け 
（オンダッシュ取り付け）
ディスプレイユニットを、付属の取り付
け台で取り付けます。

●	両面テープを貼り付けるところは、中性洗剤
などで油分、汚れを落としてください。

1 ディスプレイユニットに、 
取り付け台を取り付ける

ディスプレイユニット

六角穴つきネジ
（2.6ｍｍ × 6mm）

取り付け台

六角レンチ（小）

平ワッシャー

ディスプレイユニットは、次の方法で取
り付けます。
①･両面テープを使用した取り付け
②･面ファスナーを使用した取り付け
③･取り付け台を使用した取り付け
④･取り付けホルダーを使用した取り付け

両面テープを使用した取り付け
ディスプレイユニットを、付属の両面
テープで取り付けます。

●	両面テープを貼り付けるところは、中性洗剤
などで油分、汚れを落としてください。
●	両面テープの接着面は、指で触れないように
してください。接着面に触れると、接着力が
弱くなり、はがれやすくなります。
●	両面テープは、貼りなおさないでください。
貼りなおすと、接着力が弱くなり、はがれや
すくなります。

1 ディスプレイユニットの背面
に、両面テープを貼り付ける

ディスプレイユニット

両面テープ

2 ディスプレイユニットを 
貼り付ける

ディスプレイユニット

ダッシュボードまたはコンソール

1 ハイダウェイユニットに、 
ブラケットを取り付ける

ブラケット
座付きネジ（4 mm×8 mm）

ハイダウェイユニット

2 ハイダウェイユニットを 
固定する

カーマットまたはシャーシ

2 mm～2.5 mmの穴を開けます

タッピングネジ（4 mm ×12 mm）

ハイダウェイユニット

 
ディスプレイユニット
の取り付け

ハイダウェイユニット
の取り付け
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3 ディスプレイケーブルの 
処理をする

●	ケーブルは、運転操作の妨げにならないよう
に固定してください。

面ファスナーを使用した取り付け
ディスプレイユニットを、付属の面ファ
スナーで取り付けます。

●	面ファスナーを貼り付けるところは、中性洗
剤などで油分、汚れを落としてください。

●	面ファスナーの接着面は、指で触れないよう
にしてください。接着面に触れると、接着力
が弱くなり、はがれやすくなります。

●	面ファスナーは、貼りなおさないでください。
貼りなおすと、接着力が弱くなり、はがれや
すくなります。

1 ディスプレイユニットを取り付ける場所
に、面ファスナー（やわらかい方）を 
貼り付ける

ダッシュボードまたはコンソール

面ファスナー（やわらかい方）

2 ディスプレイユニットの背面に、 
面ファスナー（かたい方）を貼り付ける

ディスプレイユニット

面ファスナー（かたい方）

3 ディスプレイユニットを 
貼り付ける

ダッシュボードまたはコンソール

ディスプレイユニット

4 ディスプレイケーブルの 
処理をする

●	ケーブルは、運転操作の妨げにならないよう
に固定してください。

取り付け台を使用した取り付け 
（オンダッシュ取り付け）
ディスプレイユニットを、付属の取り付
け台で取り付けます。

●	両面テープを貼り付けるところは、中性洗剤
などで油分、汚れを落としてください。

1 ディスプレイユニットに、 
取り付け台を取り付ける

ディスプレイユニット

六角穴つきネジ
（2.6ｍｍ × 6mm）

取り付け台

六角レンチ（小）

平ワッシャー

ディスプレイユニットは、次の方法で取
り付けます。
①･両面テープを使用した取り付け
②･面ファスナーを使用した取り付け
③･取り付け台を使用した取り付け
④･取り付けホルダーを使用した取り付け

両面テープを使用した取り付け
ディスプレイユニットを、付属の両面
テープで取り付けます。

●	両面テープを貼り付けるところは、中性洗剤
などで油分、汚れを落としてください。

●	両面テープの接着面は、指で触れないように
してください。接着面に触れると、接着力が
弱くなり、はがれやすくなります。

●	両面テープは、貼りなおさないでください。
貼りなおすと、接着力が弱くなり、はがれや
すくなります。

1 ディスプレイユニットの背面
に、両面テープを貼り付ける

ディスプレイユニット

両面テープ

2 ディスプレイユニットを 
貼り付ける

ディスプレイユニット

ダッシュボードまたはコンソール

1 ハイダウェイユニットに、 
ブラケットを取り付ける

ブラケット
座付きネジ（4 mm×8 mm）

ハイダウェイユニット

2 ハイダウェイユニットを 
固定する

カーマットまたはシャーシ

2 mm～2.5 mmの穴を開けます

タッピングネジ（4 mm ×12 mm）

ハイダウェイユニット

 
ディスプレイユニット
の取り付け

ハイダウェイユニット
の取り付け
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3 取り付けホルダー裏側の外周
部に、両面テープを貼る

両面テープ

取り付けホルダー

4 付属のネジを使用して、ディスプレイ
を取り付けホルダーに固定する

ディスプレイユニット

ネジ（2.6 ㎜×5 mm）

取り付けホルダー

5 取り付けホルダー固定ステーを、取り付
け場所の厚さとカーブに合わせて曲げる

●	取り付けホルダー固定ステーは、しっかりと
固定するために硬めになっています。プライ
ヤーや万力などを使用して曲げることをおす
すめします。

取り付けホルダー固定ステー

6 取り付けホルダー固定ステーの両端に、
両面テープを貼り付ける

取り付けホルダー固定ステー

両面テープ

7 取り付け位置に、 
取り付けホルダーを取り付ける

●	取り付けホルダー裏側の両面テープで、取付
位置に貼り付けてください。

ディスプレイユニット

内装パネル

8 車両のパネルに固定する

●	しっかり固定されていることを確認してくだ
さい。ネジが緩んでいたり、ガタついている
と、走行中に外れるおそれがあります。

取り付けホルダー固定ステー

ネジ（3 mm×12 mm）

内装パネル

取り付けホルダー

9 ディスプレイケーブルの 
処理をする

●	ケーブルは、運転操作の妨げにならないよう
に固定してください。
●	ケーブルと車両の板金などが干渉する場合
は、ケーブルに保護クッションを巻いてくだ
さい。

10 内装パネルを元に戻す

ディスプレイユニットの取り付け

取り付けホルダーを使用した 
取り付け 

（フラッシュマウント取り付け）
ディスプレイユニットを、付属の取り付
けホルダーで取り付けます。

●	取り付けホルダーを使用した取り付けは、高
度な専門技術と経験が必要です。取り付けは、
安全のため、必ずお買い上げの販売店に依頼
してください。取り付け方法を誤ると、正し
く取り付けできないだけでなく、本機や車両
の故障などの原因となります。
●	両面テープを貼り付けるところは、中性洗剤
などで油分、汚れを落としてください。

1 取り付けたい場所の 
内装パネルを外す

2 梱包箱に印刷された型紙を使用して、 
取り付け位置を決め、穴をあける

●	型紙は、梱包箱から切り取ってご使用くだ
さい。
●	取り付け穴が大きすぎると、走行中にディス
プレイが外れるおそれがあります。必ず型紙
を使用してください。
●	車両のパネルに穴をあけるときは、その背後
にエアバッグ、電気配線、パイプ類、タンク
などがないことを確認してください。

型紙

内装パネル

2 ディスプレイユニットの 
取り付け位置を決める

ダッシュボードまたはコンソール

取り付け位置

3 両面テープとネジで固定する

●	ネジ止めの際は、ディスプレイユニットと取
り付け台の角度を調節してください。垂直に
なっていると、ネジ穴が隠れてしまい、ネジ
で固定することができません

1 mm～1.5 mmの
穴を開けます

タッピングネジ（4 mm×16 mm）

4 ディスプレイユニットの 
角度を調節する

ディスプレイユニット

六角レンチ（大）

5 ディスプレイケーブルの 
処理をする

●	ケーブルは、運転操作の妨げにならないよう
に固定してください。
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3 取り付けホルダー裏側の外周
部に、両面テープを貼る

両面テープ

取り付けホルダー

4 付属のネジを使用して、ディスプレイ
を取り付けホルダーに固定する

ディスプレイユニット

ネジ（2.6 ㎜×5 mm）

取り付けホルダー

5 取り付けホルダー固定ステーを、取り付
け場所の厚さとカーブに合わせて曲げる

●	取り付けホルダー固定ステーは、しっかりと
固定するために硬めになっています。プライ
ヤーや万力などを使用して曲げることをおす
すめします。

取り付けホルダー固定ステー

6 取り付けホルダー固定ステーの両端に、
両面テープを貼り付ける

取り付けホルダー固定ステー

両面テープ

7 取り付け位置に、 
取り付けホルダーを取り付ける

●	取り付けホルダー裏側の両面テープで、取付
位置に貼り付けてください。

ディスプレイユニット

内装パネル

8 車両のパネルに固定する

●	しっかり固定されていることを確認してくだ
さい。ネジが緩んでいたり、ガタついている
と、走行中に外れるおそれがあります。

取り付けホルダー固定ステー

ネジ（3 mm×12 mm）

内装パネル

取り付けホルダー

9 ディスプレイケーブルの 
処理をする

●	ケーブルは、運転操作の妨げにならないよう
に固定してください。

●	ケーブルと車両の板金などが干渉する場合
は、ケーブルに保護クッションを巻いてくだ
さい。

10 内装パネルを元に戻す

ディスプレイユニットの取り付け

取り付けホルダーを使用した 
取り付け 

（フラッシュマウント取り付け）
ディスプレイユニットを、付属の取り付
けホルダーで取り付けます。

●	取り付けホルダーを使用した取り付けは、高
度な専門技術と経験が必要です。取り付けは、
安全のため、必ずお買い上げの販売店に依頼
してください。取り付け方法を誤ると、正し
く取り付けできないだけでなく、本機や車両
の故障などの原因となります。

●	両面テープを貼り付けるところは、中性洗剤
などで油分、汚れを落としてください。

1 取り付けたい場所の 
内装パネルを外す

2 梱包箱に印刷された型紙を使用して、 
取り付け位置を決め、穴をあける

●	型紙は、梱包箱から切り取ってご使用くだ
さい。

●	取り付け穴が大きすぎると、走行中にディス
プレイが外れるおそれがあります。必ず型紙
を使用してください。

●	車両のパネルに穴をあけるときは、その背後
にエアバッグ、電気配線、パイプ類、タンク
などがないことを確認してください。

型紙

内装パネル
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4 送信部をステアリング下部に 
貼り付ける

●	電池の交換がしやすいように、電池トレーを
手前に向けて貼り付けてください。

●	ケーブルが長すぎる場合は、送信部の溝に挟
み込んでください。

送信部

両面テープ（大）

5 ステアリングリモコンのケーブル
を、保護シールで保護する

保護シール

 ご注意
●車両によっては、ステアリングリモコンが取
り付けられないことがあります。詳しくは、
販売店にご相談ください。

●	両面テープを貼り付けるところは、中性洗剤
などで油分、汚れを落としてください。

 コード類の配置に関するご注意
●	コード類は、運転操作の妨げとならないよう
テープなどでまとめておくなどしてくださ
い。ステアリングやシフトレバー、ブレーキ
ペダルなどに巻き付くと事故の原因となり危
険です。

●	クランパーなどで要所を固定しながら、運転操
作に支障がないようにコードを引き回します。

 ステアリングを取り外す場合のご注意
●	ステアリングを取り外して作業する場合は、
専門技術と経験が必要です。安全のため、必
ずお買い上げの販売店に作業を依頼してくだ
さい。誤った取り付け・配線をすると、車両
に重大な支障をきたす場合があります。

1 ステアリングリモコンの 
取り付け位置を決める

ステアリングリモコン取付位置例

2 ステアリングリモコンを、 
ステアリング裏側に貼り付ける

ステアリングリモコン

両面テープ（小）

3 送信部の取り付け位置を 
決める

送信部

ステアリングリモコンの取り付け
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4 送信部をステアリング下部に 
貼り付ける

●	電池の交換がしやすいように、電池トレーを
手前に向けて貼り付けてください。

●	ケーブルが長すぎる場合は、送信部の溝に挟
み込んでください。

送信部

両面テープ（大）

5 ステアリングリモコンのケーブル
を、保護シールで保護する

保護シール

1 ステアリングリモコンの 
取り付け位置を決める

ステアリングリモコン取付位置例

2 ステアリングリモコンを、 
ステアリング裏側に貼り付ける

ステアリングリモコン

両面テープ（小）

3 送信部の取り付け位置を 
決める

送信部

ステアリングリモコンの取り付け

6 リモコン受光部を、ステアリング
コラムカバーの下部に取り付ける

 ご注意
●	送信部の取付位置に応じて、リモコン信号の
送受信ができる場所に、リモコン受光部を設
置してください。

●	送信部とリモコン受光部の間に、障害物がな
いことを確かめてください。

●	リモコン受光部のケーブルは、運転操作に支
障がないように引き回してください。ステア
リングなどにからみつくと、事故の原因とな
ります。

ステアリングリモコン

送信部

リモコン受光部

7 リモコン受光部のケーブルを 
処理する

 ご注意
●	クランパーやテープなどを使用して、運転操
作に支障がないようにケーブルを引き回して
ください。
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故障かな？と思ったら

故障かな？と
思ったら

修理を依頼される前に、
次の表の内容をチェック
してください。

チェックしても
直らないときは

本機をリセットしてくだ
さい（➡11ページ）。

それでも
直らないときは

「保証書とアフターサー
ビス」をお読みになり、
修理を依頼してくださ
い。

故障かな？と思ったら
症　状 原　因 処　置

電源が入らない。
動作しない。

各リード線やコネクターが正しく接
続されていない。

正しく確実に接続されているか、も
う一度確認してください。
（➡57 ～ 62ページ）

ヒューズが切れている。 ヒューズが切れた原因を解決し、切
れたヒューズと同じ容量のものと交
換してください。
（➡57ページ）

リモコンでの操作ができない。
ボタンを押しても、正しく操作でき
ない。

電池が弱っている。 新しい電池と交換してください。
（➡9ページ）

音が出ない。
音量が上がらない。

各リード線やコネクターが正しく接
続されていない。

正しく確実に接続されているか、も
う一度確認してください。
（➡57 ～ 62ページ）

音が出ない。
音が小さい。

音量を下げている。 音量を上げてください。
（➡12ページ）

アッテネーターがON になって	
いる。

アッテネーターを解除してください。
（➡51ページ）

保証書とアフターサービス

保証書
保証書は、ご購入年月日、販売店名
などが記入されていることをお確か
めのうえ、ご購入の際に販売店より
受け取ってください。
保証書に記入もれがあったり、保証
書を紛失したりすると、保証期間中
でも保証が無効となります。記載内
容をよくお読みのうえ、大切に保管
してください。

保証期間
この製品の保証期間は、お買い上げ
の日より1年間です。

保証期間中の修理について
万一、故障が生じたときは、保証書
に記載されている当社保証規定に基
づき修理いたします。お買い上げの
販売店またはお近くのパイオニア
サービスステーションにご連絡くだ
さい。所在地、電話番号は本機に付
属の「ご相談窓口・修理窓口のご案内」
をご覧ください。

保証期間経過後の修理について
お買い上げの販売店またはお近くの
パイオニアサービスステーションに
ご相談ください。修理すれば使用で
きる製品については、ご希望により
有料で修理いたします。
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故障かな？と思ったら

それでも
直らないときは

「保証書とアフターサー
ビス」をお読みになり、
修理を依頼してくださ
い。

故障かな？と思ったら
症　状 原　因 処　置

電源が入らない。
動作しない。

各リード線やコネクターが正しく接
続されていない。

正しく確実に接続されているか、も
う一度確認してください。
（➡57 ～ 62ページ）

ヒューズが切れている。 ヒューズが切れた原因を解決し、切
れたヒューズと同じ容量のものと交
換してください。
（➡57ページ）

リモコンでの操作ができない。
ボタンを押しても、正しく操作でき
ない。

電池が弱っている。 新しい電池と交換してください。
（➡9ページ）

音が出ない。
音量が上がらない。

各リード線やコネクターが正しく接
続されていない。

正しく確実に接続されているか、も
う一度確認してください。
（➡57 ～ 62ページ）

音が出ない。
音が小さい。

音量を下げている。 音量を上げてください。
（➡12ページ）

アッテネーターがON になって	
いる。

アッテネーターを解除してください。
（➡51ページ）

保証書とアフターサービス

保証書
保証書は、ご購入年月日、販売店名
などが記入されていることをお確か
めのうえ、ご購入の際に販売店より
受け取ってください。
保証書に記入もれがあったり、保証
書を紛失したりすると、保証期間中
でも保証が無効となります。記載内
容をよくお読みのうえ、大切に保管
してください。

保証期間
この製品の保証期間は、お買い上げ
の日より1年間です。

保証期間中の修理について
万一、故障が生じたときは、保証書
に記載されている当社保証規定に基
づき修理いたします。お買い上げの
販売店またはお近くのパイオニア
サービスステーションにご連絡くだ
さい。所在地、電話番号は本機に付
属の「ご相談窓口・修理窓口のご案内」
をご覧ください。

保証期間経過後の修理について
お買い上げの販売店またはお近くの
パイオニアサービスステーションに
ご相談ください。修理すれば使用で
きる製品については、ご希望により
有料で修理いたします。

補修用性能部品の最低保有期間
当社は、本機の補修用性能部品を、製
造打ち切り後最低6年間保有していま
す。（性能部品とは、その製品の機能
を維持するために必要な部品です。）

ご質問、ご相談は
本機に関するご質問、ご相談はパイ
オニアカスタマーサポートセンター
またはお買い上げの販売店にお問い
合わせください。
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おもな仕様

共通部
使用電源： DC 14.4 V（10.8 V ～ 15.1 V 使用可能）
アース方式： マイナスアース方式
最大消費電流： 1.0 A
外形寸法
（ディスプレイ部）： 165（W）×44（H）×16.4（D）mm
（ハイダウェイ部）： 252（W）×40（H）×152（D）mm
質 量
（ディスプレイ部）： 0.13 kg（コードユニット含まず）
（ハイダウェイ部）： 1.5 kg

オーディオ部
入力
（アナログ）
　　ライン： 1.5 V
　　スピーカー（AUX1、AUX2）： 10 V
（デジタル）
　　LPCM： 44.1 kHz ～ 96 kHz
出力
（デジタル）
　　LPCM： 44.1 kHz

付属品
コードユニット： 1式
取り付けネジ類： 1式
取り付け金具： 1式
取り付けテープ類： 1式
取り付けベース： 1式
フラッシュマウントキット： 1式
受光部ユニット： 1式
ステアリングリモコン：
（ボタン電池つき）

1式

カードリモコン：
（ボタン電池つき）

1

取扱説明書： 1
取り付け時のご注意： 1
安全上のご注意： 1
保証書： 1
ご相談窓口・修理窓口のご案内： 1
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